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加藤　勝信
自由民主党トラック輸送振興議員連盟会長挨拶

北側　一雄
公明党トラック議員懇話会会長挨拶

森山裕自由民主党総務会長による
乾杯の発声 山本巧国土交通省道路局長

鶴田浩久国土交通省物流・自動車局長

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
７
月
11
日
︑
東
京
都
港
区
の
第
一
ホ
テ
ル

東
京
で
第
２
２
５
回
常
任
理
事
会
・
第
２
０
７
回
理
事
会
合
同
会
議

を
開
催
し
た
︒

　

同
会
議
に
は
︑
国
土
交
通
省
の
鶴
田
浩
久
物
流
・
自
動
車
局
長
︑

７
月
１
日
付
で
就
任
し
た
山
本
巧
道
路
局
長
を
は
じ
め
︑
厚
生
労
働

省
︑
警
察
庁
︑
経
済
産
業
省
︑
農
林
水
産
省
︑
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
︑

公
正
取
引
委
員
会
︑
中
小
企
業
庁
の
各
省
庁
か
ら
﹁
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
﹂
解
決
に
取
り
組
む
代
表
者
が
参
集
︒
全
国
の
会
員
事
業

者
に
対
し
て
︑﹁
物
流
の
持
続
的
成
長
を
何
と
し
て
も
実
現
さ
せ
る
﹂

と
い
う
強
固
な
姿
勢
を
力
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
︒

　

常
任
理
事
会
・
理
事
会
合

同
会
議
に
引
き
続
き
︑
政
経

懇
談
会
を
開
催
し
た
︒

　

同
懇
談
会
に
は
︑
自
由
民

主
党
や
公
明
党
な
ど
︑
約
２

６
０
人
の
国
会
議
員
が
参
集

し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
改

善
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い

る
全
国
の
会
員
事
業
者
を
力

強
く
励
ま
し
た
︒

　

冒
頭
︑
坂
本
克
己
会
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
︑
来
賓
と

し
て
加
藤
勝
信
自
由
民
主
党

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連

盟
会
長
と
北
側
一
雄
公
明
党

ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
会
長

が
あ
い
さ
つ
（
詳
細
２
面
）︒

そ
の
後
︑
森
山
裕
自
民
党
総

務
会
長
に
よ
る
乾
杯
が
行
わ

れ
︑
多
く
の
国
会
議
員
と
会

員
事
業
者
が
強
い
絆
を
深
め

た（
出
席
議
員
一
覧
は
３
面
）︒

　

会
議
で
は
︑
坂
本
克
己
会
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
︑
来
賓
と
し
て

出
席
し
た
国
土
交
通
省
の
鶴
田
浩

久
物
流
・
自
動
車
局
長
と
山
本
巧

道
路
局
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
（
詳

細
２
面
）︒

　

議
事
で
は
︑
①
会
員
の
入
退
会

お
よ
び
代
表
者
の
変
更
（
案
）︑

②
委
員
会
規
程
の
一
部
改
定（
案
）

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
︑
原
案
通

り
承
認
し
た
︒

　

②
で
は
︑
全
ト
協

常
任
委
員
会
等
の
新

設
・
統
合
・
変
更
に

つ
い
て
承
認
︒
多
重

下
請
構
造
や
業
界
内

の
適
正
取
引
︑
荷
主

と
の
適
正
取
引
︑
独

占
禁
止
法
お
よ
び
下

請
代
金
支
払
遅
延
等

防
止
法
な
ど
を
所
管

す
る
﹁
適
正
取
引
委

員
会
﹂
を
新
た
に
設

置
す
る
ほ
か
︑
道
路

委
員
会
と
ド
ラ
イ
バ

ー
施
設
推
進
委
員
会

を
統
合
し
て
﹁
道
路

・
施
設
委
員
会
﹂
と

す
る
︒
ま
た
︑
経
営

改
善
・
Ｄ
Ｘ
推
進
委

員
会
と
環
境
対
策
・

Ｇ
Ｘ
推
進
委
員
会
の

名
称
を
そ
れ
ぞ
れ
変

更
す
る
（
詳
細
２

面
）︒
併
せ
て
︑
全

ト
協
副
会
長
の
今
年

度
の
担
務
を
決
定
し

た
（
詳
細
２
面
）︒

　

引
き
続
き
︑﹁
物

流
の
２
０
２
４
年
問

題
﹂
解
決
に
取
り
組

む
関
係
省
庁
の
代
表

者
が
︑
あ
ら
ゆ
る
施

策
を
総
動
員
し
︑
我

が
国
の
物
流
の
持
続

的
成
長
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
く
と
い

う
強
い
決
意
を
︑
全

国
の
会
員
事
業
者
に

示
し
た（
詳
細
２
面
）︒

与党国会議員約260人が参集 「政経懇談会」を開催与党国会議員約260人が参集 「政経懇談会」を開催

坂本　克己
全ト協会長

厚生労働省、警察庁、経済産業省、農林水産省、資源エネルギー庁、
公正取引委員会、中小企業庁の代表者

関係省庁を一堂に参集!!
各々政策を述べ理事会でけじめ

3 3 3

!
第
２
２
５
回
常
任
理
事
会
・
第
２
０
７
回
理
事
会
合
同
会
議
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●
厚
生
労
働
省

　

尾
田　
　

進　

大
臣
官
房

審
議
官
（
労
働
条
件
政
策
、

働
き
方
改
革
担
当
）

　

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

お
よ
び
新
た
な
改
善
基
準
告

示
が
︑
こ
の
４
月
か
ら
適
用
さ

れ
て
お
り
ま
す
︒
全
国
の
労
働

基
準
監
督
署
で
は
︑
国
土
交

通
省
の
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
の
皆

様
と
も
連
携
し
て
荷
主
対
策
に

取
り
組
む
と
と
も
に
︑
丁
寧
な

監
督
指
導
と
周
知
定
着
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
︒

●
警
察
庁

　

阿
部　

竜
矢　

長
官
官
房

審
議
官
（
交
通
局
担
当
）

　

安
全
の
確
保
と
事
故
の
撲
滅

に
向
け
て
︑
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
︑
皆
様

方
か
ら
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

●
経
済
産
業
省

　

平
林　

孝
之　

商
務
・
サ
ー

ビ
ス
グ
ル
ー
プ　

消
費
・
流
通

政
策
課
長　

兼　

物
流
企
画

室
長

　

先
般
の
改
正
流
通
業
務
総

合
効
率
化
法
に
よ
り
︑
こ
れ
ま

で
の
商
慣
行
を
し
っ
か
り
と
見

直
し
︑
物
流
効
率
化
を
進
め
て

い
き
︑
特
に
悪
質
な
荷
主
に
対

し
ま
し
て
は
徹
底
的
に
指
導
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
︒

●
農
林
水
産
省

　

藏
谷　

恵
大　

大
臣
官
房

新
事
業
・
食
品
産
業
部　

食

品
流
通
課
長

　

我
々
の
業
界
で
も
60
以
上
の

自
主
行
動
計
画
を
作
成
し
︑

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
︑
引
き
続
き
パ
レ
ッ
ト
の
導

入
を
強
力
に
推
進
し
︑
集
出

荷
場
や
卸
売
市
場
に
お
け
る

荷
待
ち
時
間
・
荷
卸
し
時
間

の
削
減
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
︒

●
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　

永
井　

岳
彦　

資
源
・
燃

料
部　

燃
料
供
給
基
盤
整
備

課
長

　

燃
料
油
激
変
緩
和
事
業
へ
の

ご
協
力
︑
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
︒
運
送
業
界
に
と
っ
て
燃

料
は
生
命
線
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
︒
燃
料
の
安
定
供
給
︑

価
格
の
安
定
に
向
け
て
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
︒

●
公
正
取
引
委
員
会

　

戸
塚　

亮
太　

事
務
総
局

経
済
取
引
局
取
引
部　

企
業

取
引
課　

課
長
補
佐
（
総
括

担
当
）

　

先
月
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た

﹁
骨
太
の
方
針
﹂
な
ど
で
は
︑

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法

（
下
請
法
）
の
執
行
強
化
︑
下

請
法
改
正
の
検
討
を
行
う
と
い

っ
た
旨
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り

ま
す
︒
公
正
取
引
委
員
会
で
は

こ
う
し
た
提
言
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
︑
頑
張
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

●
中
小
企
業
庁

　

鮫
島　

大
幸　

事
業
環
境

部　

取
引
課
長

　

中
小
企
業
庁
で
は
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆
様
を
含
む
中
小
企
業

の
賃
上
げ
の
た
め
に
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
︒
そ
の
た
め
に
は
︑

賃
上
げ
の
原
資
の
価
格
転
嫁
が

重
要
で
す
︒
毎
年
﹁
価
格
交

渉
促
進
月
間
﹂
で
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
は
な
か
な
か
価
格

転
嫁
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
︑
徐

々
に
価
格
転
嫁
で
き
た
割
合
が

上
が
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
︒
そ
の
た
め
に
も
︑

公
取
委
で
の
説
明
で
も
あ
っ
た

下
請
法
の
改
正
と
︑
下
請
Ｇ
メ

ン
の
活
動
で
頑
張
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　全日本トラック協会は副会長の常任委員会等の担務を次の通り決定した。
（１面に関連、敬称略）

常任委員会等

委員会名 氏　名 担当役員等

総務委員会 小林　和男 山崎（専務理事）

「転換期」対応特別協議会 小丸　成洋 若林（理事長）

物流政策委員会 馬渡　雅敏 松崎（専務理事）

道路・施設委員会 寺岡　洋一 松崎（専務理事）

経営改善・DX 委員会 庄子　清一 山㟢（常務理事）

広報委員会 吉田　修一 山崎（専務理事）

次世代新技術対応小委員会 山口　嘉彦 佐竹（役員待遇審議役）

環境対策・GX 委員会 二又　茂明 佐竹（役員待遇審議役）

労働安全・災害防止委員会 赤上　信弥 齋藤（交通・環境部長）

適正化事業委員会 御手洗　安 山㟢（常務理事）

青年部会・女性部会担当 楠木　寿嗣 山㟢（常務理事）

交通対策委員会 松橋　謙一 佐竹（役員待遇審議役）

税制委員会 水野　　功 松崎（専務理事）

物流ネットワーク委員会 杉山　千尋 土屋（輸送事業部長）

適正取引委員会 平島　竜二 松崎（専務理事）

役員選考委員会 小林　和男 山崎（専務理事）

＜政治連盟＞

全日本トラック事業政治連盟 浅井　　隆

全ト協副会長の担務一覧

常任委員会等の新設及び名称変更

現 新

総務委員会 総務委員会

「転換期」対応特別協議会 「転換期」対応特別協議会

物流政策委員会 物流政策委員会

道路委員会
道路・施設委員会（統合）

ドライバー施設推進委員会

経営改善・DX 推進委員会 経営改善・DX 委員会（変更）

広報委員会 広報委員会

次世代新技術対応小委員会 次世代新技術対応小委員会

環境対策・GX 推進委員会 環境対策・GX 委員会（変更）

労働安全・災害防止委員会 労働安全・災害防止委員会

適正化事業委員会 適正化事業委員会

交通対策委員会 交通対策委員会

税制委員会 税制委員会

物流ネットワーク委員会 物流ネットワーク委員会

ー 適正取引委員会（新設）

加
藤　

勝
信

自
由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

振
興
議
員
連
盟
会
長

　

皆
様
方
に
は
ま
ず
は
物
流

の
効
率
化
を
し
っ
か
り
と
図

っ
て
い
た
だ
き
︑
併
せ
て
地

域
経
済
の
発
展
を
支
え
て
お

ら
れ
る
業
界
の
皆
様
方
の
ご

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

に
︑
自
由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク

北
側　
一
雄

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員

懇
話
会
会
長

　

先
の
通
常
国
会
で
は
︑
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法
等
の

改
正
を
実
現
し
ま
し
た
︒
実

効
性
を
高
め
る
た
め
に
は
︑

何
と
い
っ
て
も
荷
主
の
理
解

を
得
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
︒
そ
の
た
め
の
規
制
を
さ

ら
に
強
化
さ
せ
て
い
た
だ
き

輸
送
振
興
議
員
連
盟
と
し
て

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　

本
日
の
政
経
懇
談
会
に

は
︑
多
く
の
自
民
党
国
会
議

員
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
持
続
的
発
展
に
向

け
て
︑
自
民
党
議
員
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
︒

ま
し
た
︒
こ
の
法
律
を
し
っ

か
り
と
実
行
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

日
本
の
経
済
を
支
え
て
い

る
物
流
の
担
い
手
で
あ
る
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
皆
さ

ん
が
働
き
や
す
い
︑
そ
し
て

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
が
稼
げ

る
事
業
に
な
る
よ
う
に
︑
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
︒

政
経
懇
談
会
来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）�

（
１
面
に
関
連
）

　

星
野
良
三
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
名

誉
会
長
が
︑
７
月
６
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
︒
享
年
87
歳
で
し
た
︒

　

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

星
野
名
誉
会
長
は
︑
平
成
23
年
６
月

23
日
に
開
催
し
た
通
常
総
会
・
理
事
会

で
第
13
代
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
︒

同
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
で
は
︑
業
界
を
挙
げ
て
展
開
し
た

救
援
物
資
輸
送
な
ど
の
貢
献
が
評
価
さ

れ
︑
24
年
に
全
ト
協
は
﹁
防
災
功
労
者

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
﹂
を
受
け
︑
星
野

名
誉
会
長
が
当
時
の
野
田
佳
彦
首
相
か

ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
24
年
以
降
︑
燃
料
価
格
の
高

騰
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
︑
25

年
９
月
に
星
野
名
誉
会
長
を
本
部
長
と

す
る
﹁
燃
料
高
騰
対
策
本
部
﹂
を
設
置
︒

26
年
11
月
に
開
催
し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
業

界
の
要
望
を
実
現
す
る
会
﹂
で
は
全
国

で
約
２
０
７
万
人
の
署
名
を
集
め
る
な

ど
︑
燃
料
高
騰
対
策
の
推
進
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
︒

　

星
野
名
誉
会
長
は
︑
会
長
職
を
３
期

６
年
務
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
発
展

に
多
大
な
る
貢
献
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
︒

　

な
お
︑
葬
儀
に
つ
い
て
は
家
族
葬
に
て

執
り
行
い
︑
後
日
お
別
れ
の
会
が
執
り

行
わ
れ
ま
す
︒

星
野
良
三
名
誉
会
長
が
ご
逝
去

訃
報

鶴
田　

浩
久

国
土
交
通
省
物
流
・
自
動
車
局
長

　

私
は
平
成
２
年
に
旧
運
輸
省

に
入
省
し
ま
し
た
が
︑
こ
の
年

は
物
流
二
法
が
施
行
に
な
っ
た

年
で
も
あ
り
ま
す
︒
そ
れ
か
ら

三
十
数
年
を
経
て
︑
流
通
業

務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の

促
進
に
関
す
る
法
律
が
成
立
し

ま
し
た
︒
こ
の
三
十
数
年
を
経

て
︑
新
し
い
法
律
の
下
で
新
し

い
物
流
を
創
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
は
︑
私
た
ち
の
世
代
の
責

任
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
︒

　

今
か
ら
６
年
前
に
は
︑
議
員

立
法
に
よ
り
改
正
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
法
が
成
立
し
︑

﹁
標
準
的
運
賃
﹂
や
荷
主
対

策
の
深
度
化
に
関
す
る
制
度
が

で
き
ま
し
た
︒
ま
た
︑
１
年
前

に
は
こ
れ
ら
の
制
度
の
期
限
が

当
分
の
間
延
長
に
な
り
︑
そ
の

上
に
立
っ
て
新
し
い
物
流
の
法

律
が
で
き
ま
し
た
︒
こ
れ
を
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
持
続
的

成
長
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
︒

山
本　

巧国
土
交
通
省
道
路
局
長

　

道
路
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
皆
様
と
は
切
っ
て
も
切
れ

な
い
関
係
で
あ
り
︑
皆
様
方
が

道
路
の
一
大
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る

こ
と
を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
︑
使

い
や
す
い
道
路
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
︒

　

高
速
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

ン
ク
や
渋
滞
箇
所
な
ど
に
つ
い

て
︑
今
後
改
善
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑

高
速
道
路
料
金
に
つ
き
ま
し
て

も
︑
改
善
に
向
け
た
投
資
と
の

バ
ラ
ン
ス
で
ど
の
よ
う
に
皆
様

の
料
金
負
担
を
軽
減
し
て
い
く

の
か
︑
非
常
に
難
し
い
問
題
で

は
あ
り
ま
す
が
︑
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
︒

　

引
き
続
き
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
皆
様
方
の
ご
意
見
を
拝

聴
し
な
が
ら
︑
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
︒

常
任
理
事
会
・
理
事
会
合
同
会
議�

（
１
面
に
関
連
）

来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

関
係
省
庁
代
表
者
発
言
（
要
旨
）�

（
１
面
に
関
連
）

 副 会 長 

若
わかばやし

林　陽
ようすけ

介
理 事 長

山
やまざき

崎　 薫
かおる

専務理事

松
まつざき

崎　宏
ひろのり

則
専務理事

執 行 部 一 覧

庄
しょうじ

子　清
せいいち

一
㈱庄子運送会長

吉
よ し だ

田　修
しゅういち

一
㈱相模運輸社長

寺
てらおか

岡　洋
よういち

一
由良陸運㈱社長

小
こばやし

林　和
か ず お

男
中越運送㈱会長

小
こ ま る

丸　成
しげひろ

洋
福山通運㈱社長

馬
まわたり

渡　雅
まさとし

敏
松浦通運㈱社長

平
ひらしま

島　竜
りゅうじ

二
㈱岸貝物流社長

水
み ず の

野　功
いさお

千代田運輸㈱社長
杉
すぎやま

山　千
ち ひ ろ

尋
日本通運㈱副社長

山
やまぐち

口　嘉
よしひこ

彦
㈱エスラインギフ会長

赤
あかがみ

上　信
し ん や

弥
㈱秋田市場運送社長

二
ふたまた

又　茂
しげはる

明
久留米運送㈱ＣＥＯ

松
まつはし

橋　謙
けんいち

一
山登運輸㈱社長

御
み た ら い

手洗　安
やすし

㈱大西運送社長
楠

くすのき

木　寿
と し じ

嗣
瀬戸内陸運㈱社長
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逢
沢　

一
郎 

﹇
岡
山
１
区
﹈

青
山　

周
平 

﹇
比
例
東
海
﹈

東　

国
幹 

﹇
北
海
道
６
区
﹈

あ
べ　

俊
子 

﹇
比
例
中
国
﹈

甘
利　

明 

﹇
比
例
南
関
東
﹈

五
十
嵐　

清 

﹇
比
例
北
関
東
﹈

石
井　

拓 
﹇
比
例
東
海
﹈

石
川　

昭
政 
﹇
比
例
北
関
東
﹈

石
田　

真
敏 
﹇
和
歌
山
２
区
﹈

石
破　

茂 

﹇
鳥
取
１
区
﹈

石
原　

宏
高 

﹇
比
例
東
京
﹈

石
原　

正
敬 

﹇
比
例
東
海
﹈

泉
田　

裕
彦 

﹇
比
例
北
陸
信
越
﹈

井
出　

庸
生 

﹇
長
野
３
区
﹈

伊
藤　

忠
彦 

﹇
愛
知
８
区
﹈

伊
藤　

也 

﹇
東
京
22
区
﹈

伊
東　

良
孝 

﹇
北
海
道
７
区
﹈

井
野　

俊
郎 

﹇
群
馬
２
区
﹈

井
上　

信
治 

﹇
東
京
25
区
﹈

井
林　

辰
憲 

﹇
静
岡
２
区
﹈

井
原　

巧 

﹇
愛
媛
３
区
﹈

今
村　

雅
弘 

﹇
比
例
九
州
﹈

岩
田　

和
親 

﹇
比
例
九
州
﹈

岩
屋　

毅  

﹇
大
分
３
区
﹈

上
田　

英
俊 

﹇
富
山
２
区
﹈

江
藤　

拓 

﹇
宮
崎
２
区
﹈

衛
藤　

征
士
郎 

﹇
大
分
２
区
﹈

英
利　

ア
ル
フ
ィ
ヤ
﹇
千
葉
５
区
﹈

大
岡　

敏
孝 

﹇
滋
賀
１
区
﹈

大
串　

正
樹 

﹇
比
例
近
畿
﹈

大
西　

英
男 

﹇
東
京
16
区
﹈

大
野　

敬
太
郎 

﹇
香
川
３
区
﹈

小
倉　

將
信 

﹇
東
京
23
区
﹈

尾
﨑　

正
直 

﹇
高
知
２
区
﹈

小
里　

泰
弘 

﹇
比
例
九
州
﹈

小
田
原　

潔 

﹇
東
京
21
区
﹈

越
智　

隆
雄 

﹇
比
例
東
京
﹈

鬼
木　

誠 

﹇
福
岡
２
区
﹈

小
渕　

優
子 

﹇
群
馬
５
区
﹈

尾
身　

朝
子 

﹇
比
例
北
関
東
﹈

梶
山　

弘
志 

﹇
茨
城
４
区
﹈

勝
目　

康 

﹇
京
都
１
区
﹈

加
藤　

勝
信 

﹇
岡
山
５
区
﹈

加
藤　

竜
祥 

﹇
長
崎
２
区
﹈

門
山　

宏
哲 

﹇
比
例
南
関
東
﹈

金
子　

俊
平 

﹇
岐
阜
４
区
﹈

金
子　

恭
之 

﹇
熊
本
４
区
﹈

金
田　

勝
年 

﹇
比
例
東
北
﹈

上
川　

陽
子 

﹇
静
岡
１
区
﹈

亀
岡　

偉
民 

﹇
比
例
東
北
﹈

川
崎　

ひ
で
と 

﹇
三
重
２
区
﹈

神
田　

憲
次 

﹇
愛
知
５
区
﹈

城
内　

実 

﹇
静
岡
７
区
﹈

黄
川
田　

仁
志 

﹇
埼
玉
３
区
﹈

岸
田　

文
雄 

﹇
広
島
１
区
﹈

木
原　

誠
二 

﹇
東
京
20
区
﹈

木
原　

稔 

﹇
熊
本
１
区
﹈

木
村　

次
郎 

﹇
青
森
３
区
﹈

工
藤　

彰
三 

﹇
愛
知
４
区
﹈

国
定　

勇
人 

﹇
比
例
北
陸
信
越
﹈

高
村　

正
大 
﹇
山
口
１
区
﹈

古
賀　

篤 
﹇
福
岡
３
区
﹈

國
場　

幸
之
助 

﹇
比
例
九
州
﹈

後
藤　

茂
之 

﹇
長
野
４
区
﹈

小
林　

鷹
之 

﹇
千
葉
２
区
﹈

小
林　

史
明 

﹇
広
島
７
区
﹈

齋
藤　

健 

﹇
千
葉
７
区
﹈

坂
井　

学 

﹇
神
奈
川
５
区
﹈

櫻
田　

義
孝 

﹇
比
例
南
関
東
﹈

笹
川　

博
義 

﹇
群
馬
３
区
﹈

柴
山　

昌
彦 

﹇
埼
玉
８
区
﹈

下
村　

博
文 

﹇
東
京
11
区
﹈

新
谷　

正
義 

﹇
広
島
４
区
﹈

新
藤　

義
孝 

﹇
埼
玉
２
区
﹈

鈴
木　

馨
祐 

﹇
神
奈
川
７
区
﹈

鈴
木　

淳
司 

﹇
愛
知
７
区
﹈

鈴
木　

貴
子 

﹇
比
例
北
海
道
﹈

鈴
木　

隼
人 

﹇
東
京
10
区
﹈

平　
　

将
明 

﹇
東
京
４
区
﹈

髙
木　

啓 

﹇
比
例
東
京
﹈

髙
木　

毅 

﹇
福
井
２
区
﹈

髙
鳥　

修
一 

﹇
比
例
北
陸
信
越
﹈

高
見　

康
裕 

﹇
島
根
２
区
﹈

武
井　

俊
輔 

﹇
比
例
九
州
﹈

武
田　

良
太 

﹇
福
岡
11
区
﹈

武
部　

新 

﹇
北
海
道
12
区
﹈

橘　
　

慶
一
郎 

﹇
富
山
３
区
﹈

田
所　

嘉
德 

﹇
比
例
北
関
東
﹈

田
中　

和
德 

﹇
神
奈
川
10
区
﹈

田
中　

英
之 

﹇
比
例
近
畿
﹈

田
中　

良
生 

﹇
埼
玉
15
区
﹈

棚
橋　

泰
文 

﹇
岐
阜
２
区
﹈

谷　
　

公
一  

﹇
兵
庫
５
区
﹈

谷
川　

と
む 

﹇
比
例
近
畿
﹈

田
野
瀬　

太
道 

﹇
奈
良
３
区
﹈

田
村　

憲
久 

﹇
三
重
１
区
﹈

塚
田　

一
郎 

﹇
比
例
北
陸
信
越
﹈

津
島　

淳 

﹇
比
例
東
北
﹈

土
田　

慎 

﹇
東
京
13
区
﹈

寺
田　

稔 

﹇
広
島
５
区
﹈

渡
海　

紀
三
朗 

﹇
兵
庫
10
区
﹈

冨
樫　

博
之 

﹇
秋
田
１
区
﹈

中
川　

郁
子 

﹇
比
例
北
海
道
﹈

長
島　

昭
久 

﹇
比
例
東
京
﹈

中
谷　

真
一 

﹇
山
梨
１
区
﹈

中
西　

健
治 

﹇
神
奈
川
３
区
﹈

中
根　

一
幸 

﹇
比
例
北
関
東
﹈

中
野　

英
幸 

﹇
埼
玉
７
区
﹈

西
田　

昭
二 

﹇
石
川
３
区
﹈

西
村　

明
宏 

﹇
宮
城
３
区
﹈

西
村　

康
稔 

﹇
兵
庫
９
区
﹈

丹
羽　

秀
樹 

﹇
愛
知
６
区
﹈

額
賀　

福
志
郎  

﹇
茨
城
２
区
﹈

根
本　

幸
典 
﹇
愛
知
15
区
﹈

野
田　

聖
子 
﹇
岐
阜
１
区
﹈

萩
生
田　

光
一 

﹇
東
京
24
区
﹈

橋
本　

岳 

﹇
岡
山
４
区
﹈

長
谷
川　

淳
二 

﹇
愛
媛
４
区
﹈

鳩
山　

二
郎 

﹇
福
岡
６
区
﹈

梨　

康
弘 

﹇
茨
城
３
区
﹈

浜
田　

靖
一 

﹇
千
葉
12
区
﹈

林　
　

幹
雄 

﹇
千
葉
10
区
﹈

平
井　

卓
也  

﹇
比
例
四
国
﹈

平
沢　

勝
栄 

﹇
東
京
17
区
﹈

平
沼　

正
二
郎 

﹇
岡
山
３
区
﹈

深
澤　

陽
一 

﹇
静
岡
４
区
﹈

藤
丸　

敏 

﹇
福
岡
７
区
﹈

船
田　

元 

﹇
栃
木
１
区
﹈

古
川　

康 

﹇
比
例
九
州
﹈

古
屋　

圭
司 

﹇
岐
阜
５
区
﹈

細
田　

健
一 

﹇
新
潟
２
区
﹈

堀
内　

詔
子 

﹇
山
梨
２
区
﹈

牧
島　

か
れ
ん 

﹇
神
奈
川
17
区
﹈

牧
原　

秀
樹 

﹇
比
例
北
関
東
﹈

松
島　

み
ど
り 

﹇
東
京
14
区
﹈

松
本　

剛
明 

﹇
兵
庫
11
区
﹈

松
本　

尚 

﹇
千
葉
13
区
﹈

松
本　

洋
平 

﹇
比
例
東
京
﹈

三
ツ
林　

裕
巳 

﹇
埼
玉
14
区
﹈

宮
内　

秀
樹 

﹇
福
岡
４
区
﹈

宮
崎　

政
久 

﹇
比
例
九
州
﹈

宮
下　

一
郎 

﹇
長
野
５
区
﹈

武
藤　

容
治 

﹇
岐
阜
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～安全運転知識編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�疲労の影響が最も強く現れるのは、ペダル操作をする足である。
（ ○・× ）

❷	�明るさが急に変わると、視力は一時急激に低下する。（ ○・× ）

❸	�衝撃力は、衝撃の作用が短時間に行われるほどその力は小さくな
る。（ ○・× ）

❹	�先進安全自動車（ASV）を運転するときは、支援システムに任せて
運転する。（ ○・× ）

❺	�下り坂を走行するときは、主にフットブレーキを使用する。　　
（ ○・× ）

（解答は5面）

一般ドライバーが怖いと思う運転は厳禁
〔第131回〕

　夏休みと言えば、かつてはお盆の時期に集中していまし
たが、現在では交代で夏休みを取得させている事業所も少
なくありません。これからの時期は、夏休みを利用して、レ
ジャー等にでかける人が増えることが予想されます。なか
には、車の運転に慣れていないドライバーが運転すること
もあります。トラックドライバーが安全運転に徹するのはも
ちろんのこと、一般ドライバーが怖いと思う運転は控えてく
ださい。

●一般ドライバーが「怖い」と思う運転は厳禁

Ａさん「先日マイカーで出かけた時に、ちょっと怖いトラック
を見かけたんだ」

Ｂさん「Ａさんの前でよくやるな。それで、どんな運転をして
いたんだい。あおり運転かな」

Ａさん「急な車線変更だよ。ウインカーが点いたと思ったら
すぐに僕の前に車線変更してきたんだ。ひょっとした
ら車線変更してくるかなと思ったので、減速しておい
たけれども、そのまま走行していたらもっと怖い思
いをしただろうね」

Ｂさん「もしＡさんが同乗していたら、そのドライバーには厳
重注意だね」

Ａさん「それはそうだよ。僕らは走る広告塔だよ。会社・荷
主・業界それぞれのイメージを背負って走っているん
だよ。危険な運転をするドライバーが一人でもいる
と、頑張っているみんなのイメージを悪くさせるから
ね」

Ｂさん「それと、一般ドライバーがまゆをひそめるような運
転をする会社に、大切な荷物を預けようとは思わな
いもんね」

Ａさん「僕たちは一般ドライバーの手本にならないと。『さす
が』と言われる運転マナーや技術を身につけていた
いもんだよ」

●車間距離の詰めすぎに注意

Ｂさん「あと、一般ドライバーに怖いと思わせるのは車間距
離の詰めすぎかな」

Ａさん「そうだね。トラックは上から道路を見下ろすことに
なるので、車間距離が空いているように見える。それ
で、つい車間距離を詰めているトラックも多いね」

Ｂさん「乗用車を運転していて後ろからトラックが車間距離
を詰めながら接近してきたら……、想像しただけで
怖いよ」

Ａさん「また、前方にトラックや信号機があると、そっちに視
線が向いて直前の車を見落としやすくなる。車間距
離を詰めていると、さらに事故の危険が高くなる」

Ｂさん「本当にその通り。前に車間距離をテーマにした講習
会で、実際に車間距離をとっていても、前の車のルー
ムミラーには、僕が思っている以上に大きく映って
いて、改めて車間距離をしっかりとろうと思ったこと
がある」

Ａさん「車間距離の確保は、安全運転の第一歩。プロドライ
バーとしては、一般ドライバーから怖いと思われない
ための第一歩でもあるしね」

●高速道路で電光掲示板を見落とさない

Ｂさん「一般ドライバーに怖い思いをさせないということで
いうと、高速道路は特に注意しないといけない。わ

ずかなミスで、怖いを通り越して命を奪ってしまうか
らね。僕はスピードダウンと車間距離の確保に加え
て、電光掲示板を見落とさないように気をつけてい
るよ」

Ａさん「電光掲示板は、事故や故障車、落下物、渋滞、道路
工事など、この先でドライバーが警戒しなくてはな
らない危険な状況を前もって知らせてくれるから、
安全走行をする上で欠かせない情報だからね」

Ｂさん「交通状況は常に変化している。それを早めに把握す
ることで、先の危険が予測できるし、注意の仕方も
変わってくる。対応が後手後手になることもなくな
る」

Ａさん「電光掲示板の情報を事前に把握して準備しておけ
ば、一般ドライバーの命を奪うことはもちろん、一般
ドライバーに怖い思いをさせることもない。電光掲
示板をしっかり利用して、一般ドライバーを守る運転
をしてもらいたいな」
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し
た
こ

と
︑
ま
た
﹁
寸
法
Ｃ
条
件
か

つ
幅
３
㍍
以
上
（
重
量
物
運

搬
用
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
）﹂
で

実
施
）︒
年
内
に
検
証
結
果

を
取
り
ま
と
め
︑
運
用
上
の

ル
ー
ル
を
策
定
し
た
上
で
︑

本
格
運
用
を
行
う
予
定
︒

　

ま
た
︑
高
速
道
路
で
の
自

動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の
実
証
に

つ
い
て
は
︑
令
和
６
年
度
後

は
︑
２
１
２
６
件
の
許
可
に

お
い
て
︑
延
べ
９
０
１
３
台
の

車
両
が
夜
間
通
行
条
件
の
付

さ
れ
な
い
交
差
点
を
通
行
経

路
と
し
て
申
請
し
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
︒
同
省
で
は
︑

引
き
続
き
︑
適
用
状
況
の
把

握
・
分
析
︑
効
果
検
証
等
を

実
施
す
る
な
ど
︑
夜
間
通
行

条
件
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

い
く
と
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
令
和
４
年
４
月
１

日
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い

る
新
た
な
特
殊
車
両
通
行
確

認
制
度
に
つ
い
て
は
︑
道
路

情
報
の
電
子
化
（
エ
リ
ア
拡

大
）
や
確
認
制
度
の
理
解
促

進
︑
シ
ス
テ
ム
の
利
便
性
向

上
な
ど
︑
利
用
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
進

め
て
い
く
と
し
て
い
る
︒

 

夏
季
に
お
け
る
運
転
者
の

体
調
管
理
徹
底
を
呼
び
か

け梅
雨
明
け
以
降
の
酷
暑
を

控
え
て

　

国
土
交
通
省
で
は
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
員
事
業
者

に
対
し
て
︑
夏
季
に
お
け
る

運
転
者
の
体
調
管
理
の
徹
底

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

７
月
に
入
り
︑
既
に
気
温

の
高
い
状
況
と
な
っ
て
い
る

中
︑
熱
中
症
を
予
防
す
る
な

ど
運
転
者
の
体
調
管
理
に
万

全
を
期
す
こ
と
に
よ
り
︑
輸

送
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
︒
同
省
で
は
︑

特
に
次
の
点
に
留
意
し
︑
運

転
者
の
体
調
管
理
を
徹
底
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

①
始
業
点
呼
時
に
運
転
者
の

健
康
状
態
を
確
実
に
把
握
す

る
と
と
も
に
︑
運
転
者
に
対

し
て
︑
運
行
中
に
体
調
の
異

変
を
感
じ
た
時
に
︑
無
理
に

運
行
を
続
け
る
と
非
常
に
危

険
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
︑

運
行
中
に
体
調
の
異
常
を
少

し
で
も
感
じ
た
場
合
︑
速
や

か
に
営
業
所
に
連
絡
す
る
等

の
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
︒

②
脱
帽
を
は
じ
め
と
す
る
一

層
の
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
取
り
組

み
を
進
め
る
と
と
も
に
︑
こ

ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給
を

指
導
す
る
等
︑
運
転
者
が
乗

務
し
や
す
い
環
境
を
確
保
す

る
こ
と
︒

 

行
政
処
分
基
準
を
強
化
へ

酒
酔
い
・
酒
気
帯
び
運
転
、

勤
務
時
間
等
告
示
の
遵
守

違
反
な
ど

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

自
動
車
運
送
事
業
者
に
対
す

る
行
政
処
分
等
の
基
準
の
改

正
案
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
る
︒

　

改
正
概
要
は
図
の
通
り
︒

　

意
見
募
集
期
間
は
︑
８
月

１
日
㈭
０
時

ま
で（
必
着
）︒

詳
細
は
︑
電

子
政
府
の
総

合
窓
口
﹁e-Gov

﹂（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

全
ト
協
に
対
し　
　
　
　
　

　
農
林
水
産
大
臣
が
感
謝
状

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

に
お
け
る
緊
急
物
資
輸
送

対
応
が
評
価
さ
れ

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
︑
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
に
お
い
て
被
災
地
に
飲
食

料
品
等
を
緊
急
物
資
輸
送
し

た
こ
と
に
つ
い
て
︑
坂
本
哲

志
農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝

状
を
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
が
︑

７
月
17
日
に
農
林
水
産
省
か

ら
発
表
さ
れ
た
︒

　

１
月
１
日
︑
最
大
震
度
７

を
観
測
し
た
同
地
震
の
発
生

を
受
け
︑
全
ト
協
で
は
同
１

日
に
﹁
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
対
策
本
部
﹂を
設
置
し
︑

国
が
行
う
プ
ッ
シ
ュ
型
緊
急

物
資
輸
送
へ
の
対
応
を
開

始
︒
指
定
公
共
機
関
で
あ
る

大
手
運
送
事
業
者
７
社
と
連

携
し
︑
緊
急
物
資
輸
送
体
制

を
構
築
し
︑
食
料
や
水
な
ど

の
緊
急
物
資
輸
送
に
あ
た
っ

て
き
た
︒

　

農
水
省
で
は
︑
全
ト
協
を

は
じ
め
多
く
の
企
業
・
団
体

等
の
協
力
に
よ
り
飲
食
料
品

や
役
務
の
提
供
を
受
け
︑
被

災
地
に
と
っ
て
必
要
な
飲
食

料
品
等
の
供
給
が
で
き
た
と

評
価
︒
飲
食
料
品
や
役
務
の

提
供
を
行
っ
た
企
業
・
団
体

等
に
対
し
て
農
林
水
産
大
臣

感
謝
状
を
贈
呈
す
る
こ
と
を

決
め
た
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
と
と
も
に

緊
急
物
資
輸
送
に
あ
た
っ
て

き
た
石
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
久
安
常
信
会
長
）
に
対
し

て
も
︑
同
感
謝
状
を
贈
呈
す

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
︒

安
全
対
策
・「
物
流
の
２
０
２
４

年
問
題
」
へ
の
対
応
な
ど
推
進

第
66
回
海
上
コ
ン
テ
ナ
部
会

　

７
月
４
日
︑
第
66
回
海
上

コ
ン
テ
ナ
部
会
（
藤
木
幸
二

部
会
長
）
総
会
が
埼
玉
県
さ

い
た
ま
市
で
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
令
和
５
年
度

事
業
報
告
（
案
）︑
６
年
度

事
業
計
画
（
案
）
等
に
つ
い

て
審
議
・
承
認
︒
ま
た
︑
役

員
の
一
部
改
選
で
は
︑
日
本

コ
ン
テ
ナ
輸
送
㈱
の
宮
治
豊

相
談
役
（
東
京
都
）
が
新
副

部
会
長
に
選
任
さ
れ
た
︒ 

　

６
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

安
全
対
策
の
推
進
︑﹁
物
流

の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
へ
の
対

応
な
ど
５
施
策
を
柱
に
部
会

活
動
を
推
進
︒
特
に
安
全
対

策
に
つ
い
て
は
︑
横
転
事
故

等
の
交
通
事
故
防
止
に
向

け
︑
国
土
交
通
省
物
流
・
自

動
車
局
安
全
政
策
課
が
公
表

す
る
﹁
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ

の
陸
上
に
お
け
る
安
全
輸
送

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
マ
ニ
ュ
ア

ル
﹂
の
更
な
る
周
知
と
徹
底

を
図
る
こ
と
と
し
た
︒
特
に

部
会
が
主
催
す
る
﹁
安
全
輸

送
講
習
会
﹂
は
︑
安
全
対
策

を
効
果
的
に
実
施
し
て
い
る

部
会
員
に
よ
る
優
良
事
例
の

紹
介
等
も
交
え
︑
社
内
教
育

等
に
関
す
る
よ
り
実
践
的
な

研
修
内
容
と
す
る
︒

飲
酒
運
転
防
止
の
取
組
強
化
へ

根
絶
呼
び
か
け
る

ポ
ス
タ
ー
制
作

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

５
月
に
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が

第
１
当
事
者
と
な
る
重
大
事

故
が
相
次
い
だ
こ
と
と
︑
令

和
５
年
中
の
車
籍
別
交
通
事

故
統
計
分
析
結
果
で
︑
飲
酒

運
転
人
身
事
故
件
数
が
４
年

比
で
約
４
倍
へ
と
急
増
し
た
こ

と
な
ど
を
重
く
受
け
止
め
︑

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
﹁
飲
酒
運
転

根
絶
に
向
け
た
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
取
り
組
み
の
強
化

に
つ
い
て
﹂
を
制
作
︑
全
国
の

ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
通
じ
て
会

員
事
業
者
へ
飲
酒
運
転
根
絶

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒
ま
た
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
全
体
と

し
て
関
係
者
一
丸
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
し
て

い
く
た
め
︑
同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
大
判
化
し
︑
今
号
の
﹃
広

報
と
ら
っ
く
﹄
に
ポ
ス
タ
ー
と

し
て
刷
り
込
ん
だ
︒

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
と
協
働

清
掃
活
動
を
実
施

愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
寺
岡
洋
一
会
長
）
は
７
月

８
日
︑中
日
本
高
速
道
路（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
と
合
同

で
︑
名
神
高
速
道
路
尾
張
一

宮
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
Ｐ

Ａ
）
お
よ
び
側
道
で
清
掃
活

動
を
実
施
︒
愛
知
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
青
年
部
会
（
松
田
元

幸
部
会
長
）
を
中
心
に
約
１

０
０
人
が
参
加
し
た
︒

　

長
時
間
運
転
す
る
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
着
荷
主

先
で
の
荷
待
ち
や
待
機
時

間
︑
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
問
題

か
ら
︑
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と

が
で
き
ず
︑
い
わ
ゆ
る
黄
金

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
不
法

投
棄
が
全
国
で
問
題
化
し
て

い
る
︒
こ
の
状
況
を
受
け
︑

愛
知
県
ト
協
で
は
﹁
物
流
の

２
０
２
４
年
問
題
﹂
の
解
決

と
環
境
保
全
の
重
要
性
を
強

調
し
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本

と
共
催
で
同
清
掃
活
動
を
企

画
し
た
︒
愛
知
県
ト
協
お
よ

び
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
が
協

働
で
清
掃
活
動
を
行
う
の

は
︑
初
と
な
る
︒

　

尾
張
一
宮
Ｐ
Ａ
（
下
り
）

で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
︑

松
田
部
会
長
が﹁
当
Ｐ
Ａ
は
︑

県
内
の
Ｐ
Ａ
の
中
で
も
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
施
設
で
あ
り
︑
不
法

投
棄
を
放
置
す
れ
ば
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
全
体
の
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
に
も
繋
が
り
か
ね

な
い
︒
本
日
お
集
ま
り
の
皆

様
の
力
を
合
わ
せ
て
︑
Ｐ
Ａ

や
そ
の
周
辺
を
き
れ
い
に
し

て
ま
い
り
た
い
﹂
と
あ
い
さ

つ
︒
ま
た
︑
加
藤
正
人
愛
知

県
ト
協
副
会
長
が
来
賓
と
し

て
参
加
し
た
︒

　

参
加
者
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
駐

車
ス
ペ
ー
ス
の
植
え
込
み
や

側
溝
を
見
て
回
り
︑
空
き
缶

や
弁
当
容
器
︑
尿
入
り
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
不
法
投
棄

物
を
回
収
し
た
︒

開会式であいさつする松田元幸愛
知県ト協青年部会長

約100人が参加し、尾張一宮PAおよび側道
で清掃活動を行った

（
７
月
20
日
〜
８
月
10
日
）

▽
７
月
23
日

・
第
20
回
利
用
運
送
・
積
合
部
会

▽
７
月
24
日

・
第
61
回
物
流
政
策
委
員
会

▽
８
月
１
日

・
第
45
回
食
料
品
部
会

▽
８
月
２
日

・
全
国
専
務
理
事
業
務
連
絡
会
議

半
に
︑
新
東
名
高

速
道
路
（
駿
河
湾

沼
津
Ｓ
Ａ
~
浜
松

Ｓ
Ａ
）
に
自
動
運

転
車
優
先
レ
ー
ン

を
設
定
し
た
上

で
︑
車
両
開
発
と

連
携
し
た
路
車
協

調
（
合
流
支
援
情

報
提
供
︑
先
読
み

情
報
提
供
等
）
に

よ
る
レ
ベ
ル
４
自

動
運
転
ト
ラ
ッ
ク

の
実
現
に
向
け
た

実
証
実
験
を
実

施
︒７
年
度
以
降
︑

東
北
自
動
車
道
等

に
展
開
し
て
い
く

と
し
て
い
る
︒

図　改正概要
⑴酒酔い・酒気帯び運転に係る行政処分基準の強化（トラック等）
●指導監督義務違反
・�酒酔い・酒気帯び運行が行われた場合において、飲酒が身体に与える影響、飲酒
運転、酒気帯び運転の禁止に係る指導が未実施
　　　　新設　初違反　100 日車
　　　　　　　再違反　200 日車
●点呼の実施違反
・酒酔い・酒気帯び運行が行われた場合において、点呼が未実施
　　　　新設　初違反　100 日車
　　　　　　　再違反　200 日車
⑵その他（トラックのみ）
●勤務時間等告示の遵守違反【処分量定の引上げ】
①未遵守計 5件以下　　　　　初違反　警告　　⇒　変更なし
　　　　　　　　　　　　　　再違反　10 日車  ⇒　変更なし
②未遵守計 6件以上 15 件以下 初違反　10 日車　　改正
　　　　　　　　　　　　　　再違反　20 日車　　②未遵守計 6件以上
③未遵守計 16 件以上　　　　 初違反　20 日車　　初違反：未遵守 1件当たり 2日車
　　　　　　　　　　　　　　再違反　40 日車　　再違反：未遵守 1件当たり 4日車
●点呼の未実施【処分量定の引上げ】
①未実施 19 件以下　　　　　 初違反　警告　　⇒　変更なし
　　　　　　　　　　　　　  再違反　10 日車  ⇒　変更なし
②未実施 20 件以上 49 件以下  初違反　10 日車　　改正
　　　　　　　　　　　　　  再違反　20 日車　　②未実施 20 件以上（注 2）
③未実施 50 件以上（注 2）　　初違反　20 日車　　初違反：未実施 1件当たり 1日車
　　　　　　　　　　　　　 再違反　40 日車　　再違反：未実施 1件当たり 2日車
※通達発出：令和 6年 8月中（予定）　通達施行：7年 1月中（予定）

第66回海上コンテナ部会（7月4日、ロイヤ
ルパインズホテル浦和）

「ドライバー施設の拡充に向けたアンケート」に
　　ご協力ください � 回答期間：7 月 31 日㈬まで

　全日本トラック協会では現在、ドライバー施設の拡充を検討するため
のアンケート調査を実施しています。
　同調査は、全国のサービスエリア（ＳＡ）・パーキングエリア（ＰＡ）・
道の駅・トラックステーション（ＴＳ）に関して、ドライバーの皆様が、
拡充が必要と思われる具体的な場所、施設、設備等について調査するも
ので、調査結果は行政等、関係各所と機能拡充を調整していく上での基
礎資料として活用されます。
　ドライバーの皆様におかれましては、本調査の趣旨をご理解の上、ア
ンケート調査にご協力いただきますようお願い申し上げます。

■アンケート
　・質問数：8 問　・所要時間：3 分程度

■回答方法
　パソコン、タブレット、スマートフォンからの Web
入力形式で実施しています。
　アンケートページ（二次元コード）にアクセスの上、
回答してください。

■回答期間
　令和 6 年 7 月 31 日㈬まで
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矢
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Ｓ
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︑
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︒

　

変
更
後
の
運
営
時
間
は
次
の
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︑
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︑
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︑
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な
お
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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は
︑
お
盆
期

間
中
の
休
業
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内
を

ま
と
め
た
﹁
ト
ラ
ッ

ク
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テ
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シ
ョ
ン
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﹂
を
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し
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ま
す
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

貨物自動車運送事業（車庫、増減車）に関する
アンケート調査にご協力ください

　一部の貨物自動車運送事業者においては、認可車庫ではない「契約先荷
主等の車庫」を運行の発着とする運送や、行政処分の影響を減少させるた
め会社を分社化し、監査後に分社化した別会社に車両を移動させ、処分を
逃れようとする実態があるとの意見が挙がっています。
　国土交通省では今回、これらの事実を把握するために、アンケート調査
を実施します。アンケートへのご協力をお願いいたします。

【アンケート回答方法】
　全日本トラック協会ホームページのバナーからアク
セスするか、右の二次元コードよりアクセスしてくだ
さい（※アンケートは匿名で収集します）。
　
【アンケート実施期間】
　令和 6 年 7 月 31 日まで

※�ご回答いただいた内容は、上記目的以外には使用しません。回答内容を
監査の端緒等にすることはありません。

【アンケート実施元】
　国土交通省物流・自動車局安全政策課（担当：森本、芳山、赤木）
　東京都千代田区霞が関 2-1-3　電話 03-5253-8111（内線 41633）

国
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ほんのヒトコマほんのヒトコマ［第133回］

それは、今日から自動インストールの
「指紋判明済み指名手配犯・発見アプリ」………!?

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜安全運転知識編〜
 【解 答】4面に問題

❶ ×（教則第4章第5節 安全に必
要な知識など1-2）疲労の影響は
目に最も強く現われ、疲労の度が
高まるにつれて、見落としや見間
違いが多くなる。
❷ ○（教則第4章第5節 安全に必
要な知識など1-3）明るさが急に
変わると、視力は、一時急激に
低下する。トンネルに入る前やト
ンネルから出るときは速度を落
とす。
❸ ×（教則第4章第5節 安全に必
要な知識など2-3）衝撃力は速度
と重量に応じて大きくなり、また、
固い物にぶつかるときのように、
衝撃の作用が短時間に行われる

ほどその力は大きくなる。
❹ ×（教則第5章第9節 オートマ
チック車などの運転2）先進安全
自動車（ASV）に搭載されている
システムは、運転者が責任をもっ
て安全運転を行うことが前提に
なっており、過信せず限界や注意
点を理解して運転すること。
❺ ×（教則第6章第2節 危険な
場所などでの運転1-4）下り坂で
は、低速のギアを用い、エンジン
ブレーキを活用する。長い下り坂
で、フットブレーキをひんぱんに
使い過ぎると、急にブレーキが効
かなくなることがあり危険。
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︑
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︑
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︑
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関
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し
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︑
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︑
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独
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︑
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同
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︑
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︑
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で
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０
０
０
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︒
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ま

で（
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定
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用
は
無
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︒

　

詳
細
は
︑
同
支
援
特
設
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ー
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（
二
次
元
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ー
ド
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を

参
照
︒
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東
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
）︑
中
日

本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
中
日
本
）︑
西
日
本
高
速

道
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㈱
（
Ｎ
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Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日

本
）
は
７
月
12
日
︑
高
速
道

路
の
深
夜
割
引
見
直
し
に
つ

い
て
︑
令
和
６
年
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末
頃
か

ら
運
用
開
始
（
予
定
）
と
発

表
し
た
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
は
︑
高

速
道
路
の
深
夜
割
引
に
つ
い

て
︑﹁
高
速
道
路
の
深
夜
割

引
の
見
直
し
に
つ
い
て
﹂（
５

年
１
月
20
日
に
国
土
交
通
省

お
よ
び
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
発

表
）
に
よ
り
見
直
し
の
方
針

を
発
表
︒
国
民
か
ら
の
意
見

を
募
集
す
る
と
と
も
に
︑
国

等
の
関
係
機
関
と
調
整
を
進

め
て
き
た
︒

　

今
後
︑
運
用
開
始
に
向
け

た
必
要
な
準
備
を
進
め
︑
道

路
整
備
特
別
措
置
法
第
３
条

に
基
づ
き
国
土
交
通
大
臣
あ

て
に
申
請
し
︑
事
業
許
可
を

受
け
た
上
で
︑
６
年
度
末
頃

に
運
用
を
開
始
す
る
︒

　

深
夜
割
引
見
直
し
の
具
体

的
な
内
容
は
︑図
１
の
通
り
︒

ま
た
︑
同
見
直
し
で
は
︑
無

謀
な
運
転
を
抑
止
す
る
た

め
︑
上
限
距
離
の
設
定
（
図

２
）
が
行
わ
れ
る
︒

　

深
夜
割
引
見
直
し
後
の
割

引
額
の
算
出
方
法
に
つ
い
て

は
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（
二
次
元
コ
ー
ド
）

に
記
載
さ
れ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
運
用
開
始
の
具
体

的
な
時
期
に

つ
い
て
は
︑

改
め
て
告
知

す
る
と
し
て

い
る
︒

図１　深夜割引見直しの具体的な内容
1. 深夜割引見直し
⑴割引計算の方法

⇒�従来の料金所通過時間に加え、高速道路内に ETC 無線通信専用ア
ンテナを設置して、各アンテナから車両ごとの通信記録を収集し、
それらのデータを基にした割引対象距離により深夜割引の還元率

（通常料金に対して実際に後日還元される比率）を算出する。
⑵上限距離の設定

⇒�割引対象距離を増大させることを目的とした「速度超過」などの
無謀な運転を抑止し、引き続き安全・安心の高速道路を利用でき
るよう、割引対象距離に上限を加える。

⑶�長距離利用の通行料金負担増や新たな交通集中を抑制することを目
的とした激変緩和措置（５年程度）の実施
⇒�深 夜 割 引 適 用 車 両 の う ち、1,000km 以 上 走 行 し た 場 合 は、

1,000km を超える部分を割引対象走行分に追加。
⇒ �22 時台に高速道路から流出した車両は、22 時台に走行した分の

還元率を最大 20％とする。
⑷その他

①割引対象路線
⇒深夜割引の対象路線は現在から変更なし。
②後日還元型の割引制度への変更
⇒�車両ごとの通信記録を収集し、それらのデータを基にした割引対

象距離により深夜割引の割引相当額※を算出するため、その処理
に一定の時間を要することになることから、割引適用方法を変更
し、現行の平日朝夕割引と同様に、「ETC マイレージサービス」
または「ETC コーポレートカード」への後日還元型による割引制
度に変更する。

※�割引相当額とは、ETC マイレージサービスを利用した場合は還元
額、ETC コーポレートカードを利用した場合は請求時に差し引か
れる額をいう。

2. 長距離逓減制の拡充
⇒�今回の割引見直しの運用開始とあわせて、長距離利用の通行距離

負担増を軽減することを目的に、400km を超える走行を対象に、
長距離逓減制を拡充する。

図２　深夜割引見直し後の上限距離の設定（無謀な運転の抑止策）
●�深夜割引の割引適用時間帯の走行距離を増大させることを目的とし

た「速度超過」などの無謀な運転を抑止し、引き続き安全・安心に
高速道路をご利用いただくために、割引適用時間帯の走行距離に上
限を設定する。

●�深夜割引の割引適用時間帯の走行距離が上限距離を超える場合は、
上限距離を用いて、深夜割引の割引後料金を計算する（上限距離以
下の場合は、割引適用時間帯の走行距離に応じて計算する）。

●�なお、上限距離は、厚生労働省が定める「自動車運転者の労働時間
等の改善のための基準」における連続運転時間の考え方等を参考に、
利用時間が４時間を超える場合は 30 分の休憩を考慮して設定する。
車種区分等 上限距離

軽自動車・普通
車・中型車・乗
合型自動車

・�割引適用時間における利用時間 1 時間当たり 105km ※を
上限距離とする。

・�割引適用時間帯において利用時間が4時間を超える場合、
上記の計算から利用時間 30 分に相当する上限距離を減ず
る。ただし、減じた後の上限距離は利用時間 4 時間に相
当する上限距離（420km）を下回らないものとする。

・上記計算は 22 時～翌 5 時ごとに行う。
※�速度計に誤差が生じる場合があること等を考慮し、上限

距離の計算上は利用時間 1 時間当たり 5km を加算してい
る。

大型車・特大車
（乗合型自動車
以外）

・�割引適用時間における利用時間 1 時間当たり 90km を上
限距離とする。

・�割引適用時間帯において利用時間が4時間を超える場合、
上記の計算から利用時間 30 分に相当する上限距離を減じ
る。ただし、減じた後の上限距離は利用時間 4 時間に相
当する上限距離（360km）を下回らないものとする。

・上記計算は 22 時～翌 5 時ごとに行う。
注：�上記の上限距離設定は、速度超過等の無謀な運転を容認するもので

はない。引き続き、天候等による路面状況・速度標識等を確認し、
交通ルールやマナーを遵守の上、安全な速度で走行すること。

 

物
流
デ
ー
タ
の
標
準
化
促

進
に
向
け
た
オ
ー
プ
ン
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
支
援
事

業
の
追
加
公
募
を
実
施

申
請
受
付
期
間
は

８
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30
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㈮
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時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
物
流
標
準
化
促
進
事
業
費
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追
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こ
れ
は
︑﹁
物
流
情
報
標

準
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
を
活
用

し
て
︑
貨
物
の
輸
送
を
委
託

す
る
複
数
の
荷
主
企
業
や
物

流
シ
ス
テ
ム
事
業
者
等
が
連

携
し
て
行
う
︑
共
同
輸
配
送

等
を
図
る
た
め
の
﹁
物
流
・

商
流
情
報
の
オ
ー
プ
ン
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
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の
構
築
や
︑

運
営
を
行
う
事
業
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要
す
る

経
費
の
一
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を
補
助
す
る
も

の
︒
補
助
率
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︑
補
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象

経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上

限
あ
り
︑
最
大
３
０
０
０
万

円
程
度
の
交
付
と
な
る
）︒

　

申
請
受
付
期
間
は
︑
８
月

30
日
㈮
15
時
ま
で（
必
着
）︒

事
業
期
間
は
︑
交
付
決
定
日

か
ら
令
和
７
年
２
月
７
日
㈮

ま
で
︒
な
お
︑
補
助
対
象
事

業
者
へ
の
交
付
決
定
は
９
月

下
旬
頃
を
予
定
し
て
い
る
︒

　

公
募
の
詳
細
は
︑
同
補
助

金
特
設
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト

（
二
次
元
コ

ー
ド
）
を
参

照
︒

環
境
配
慮
型
先
進
ト
ラ
ッ

ク
の
導
入
に
対
し
補
助

を
実
施申

請
受
付
期
間
は

８
月
９
日
㈮
ま
で

　

環
境
省
で
は
現
在
︑
国
土

交
通
省
と
連
携
し
て
︑
令
和

６
年
度
﹁
環
境
配
慮
型
先
進

ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
導
入
加
速

事
業
﹂
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
運
輸
部
門
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
の
約
４
割
を
占

め
る
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
由
来

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
削
減
す

る
た
め
︑
環
境
配
慮
型
の
ト

ラ
ッ
ク
等
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車
︑
天
然
ガ
ス
自
動
車
）

の
導
入
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
補
助
す
る
も
の
︒
予
算

額
は
約
１
・
36
億
円
︒
補
助

基
準
額
は
︑
補
助
対
象
と
な

る
環
境
配
慮
型
先
進
自
動
車

と
同
ク
ラ
ス
の
標
準
的
燃
費

基
準
自
動
車
と
の
価
格
の
差

額
の
２
分
の
１
と
な
る
︒

　

な
お
︑
７
月
９
日
に
予
算

残
額
が
２
割
程
度
に
達
し
た

た
め
︑
７
月
10
日
以
降
の
申

請
に
つ
い
て
は
︑
今
年
度
初

め
て
申
請
を
行
う
事
業
者
を

優
先
し
て
抽
選
す
る
な
ど
配

慮
し
た
上
で
︑
補
助
事
業
者

を
決
定
す
る
︒
申
請
期
間
は

８
月
９
日
㈮
ま
で
︒

　

補
助
対
象
車
両
な
ど
︑
詳

細
は
執
行
団
体
で
あ
る
（
公

財
）
北
海
道

環
境
財
団
の

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
定
期

自
主
点
検
を
行
う
運
送

事
業
者
も
対
象
に

電
気
自
動
車
の
整
備
の
業
務
等

に
係
る
特
別
教
育
に
関
し
て

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
10
月

１
日
か
ら
労
働
安
全
衛
生
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
令
和
６
年
厚
労
省
第
95

号
）
お
よ
び
安
全
衛
生
特
別

教
育
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
件
（
６
年
厚
労
省
告
示
第

２
１
３
号
）
が
施
行
ま
た
は

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
︑

運
送
事
業
者
等
に
対
し
て
周

知
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

今
回
の
改
正
で
は
︑
安
衛

則
36
条
第
４
号
の
２
に
お
い

て
特
別
教
育
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
業
務
に
つ
い
て
︑
低

圧
の
蓄
電
池
を
内
蔵
す
る
自

動
車
の
み
が
対
象
と
な
っ
て

い
た
と
こ
ろ
︑
当
該
蓄
電
池

の
電
圧
に
係
る
上
限
を
廃

止
︒
特
別
教
育
の
実
施
が
︑

整
備
事
業
者
だ
け
で
な
く
︑

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
定
期
自

主
検
査
を
行
う
運
送
事
業
者

も
対
象
と
な
る
︒

　

詳
細
は
︑

全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

７
月
22
日
か
ら
追
加
公

募
を
開
始

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
加
速
化

緊
急
対
策
事
業

　

国
土
交
通
省
は
７
月
22
日

14
時
よ
り
︑﹁
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
加
速
化
緊
急
対
策
事
業
﹂

の
追
加
公
募
を
開
始
す
る
︒

　

こ
れ
は
︑
荷
主
企
業
お
よ

び
貨
物
運
送
事
業
者
等
の
物

流
に
係
る
関
係
者
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
協
議
会
が
︑
コ

ン
テ
ナ
ラ
ウ
ン
ド
ユ
ー
ス
等

の
先
進
的
な
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る

場
合
に
︑
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

の
推
進
に
資
す
る
機
器
の
導

入
等
を
行
う
実
証
事
業
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
も
の
︒

　

補
助
率
は
２
分
の
１
以
内

（
上
限
あ
り
）︒
公
募
期
間

は
︑
令
和
６
年
７
月
22
日
㈪

14
時
~
10
月
31
日
㈭
16
時
ま

で
（
必
着
）︒　

詳
細
は
︑

同
事
業
特
設

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

 

最
大
積
載
量
４
㌧
以
上
の

車
両
に
お
け
る
デ
ジ
タ
コ
普

及
率
は
約
８
割
に

第
２
回
「
デ
ジ
タ
ル
式
運
行

記
録
計
の
普
及
促
進
に

関
す
る
検
討
会
」

　

国
土
交
通
省
は
７
月
４

日
︑
第
２
回
﹁
物
流
革
新
に

向
け
た
デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記

録
計
の
普
及
促
進
に
関
す
る

検
討
会
﹂（
座
長
:
永
井
正

夫
東
京
農
工
大
学
ス
マ
ー
ト

モ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
拠
点
・
研

究
顧
問　

名
誉
教
授　

工
学

博
士
）
を
開
催
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
ま
ず
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
︑
車
両
メ

ー
カ
ー
︑
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ

ラ
フ
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
５

月
か
ら
６
月
に
か
け
て
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
を
報
告
︒﹁
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者
に
対
す
る
デ
ジ

タ
コ
の
装
着
率
等
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
﹂（
回
答
者
数

１
７
３
５
社
）
で
は
︑
運
行

記
録
計
に
よ
る
記
録
の
義
務

対
象
車
両
と
な
っ
て
い
る
最

大
積
載
量
４
㌧
以
上
の
車
両

に
お
い
て
︑
デ
ジ
タ
コ
の
普

及
率
は
79
・
８
％
で
︑
規
模

が
小
さ
い
事
業
者
ほ
ど
︑
デ

ジ
タ
コ
の
装
着
率
が
低
い
傾

向
に
あ
っ
た
︒
ま
た
︑
未
装

着
者
に
お
け
る
デ
ジ
タ
コ
の

理
想
費
用
に
つ
い
て
︑
初
期

費
用
の
平
均
値
は
１
台
当
た

り
約
４
・
６
万
円
（
中
央
値

同
３
万
円
）︑
月
額
費
用
の

平
均
値
は
同
約
０
・
53
万
円

（
中
央
値
同
約
０
・
11
万

円
）
と
な
っ
た
︒

　

さ
ら
に
︑
デ
ジ
タ
コ
導
入

済
の
小
規
模
運
送
事
業
者
４

社
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
結

果
に
つ
い
て
も
報
告
︒
デ
ジ

タ
コ
導
入
の
経
緯
・
理
由
と

し
て
は
︑
安
全
管
理
や
労
務

管
理
︑
急
ぎ
の
対
応
を
行
う

た
め
の
動
態
管
理
を
目
的
に

導
入
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え

た
︒

　

同
検
討
会
で
は
︑
夏
ご
ろ

に
開
催
予
定
の
第
３
回
検
討

会
に
お
い
て
︑
デ
ジ
タ
コ
の

普
及
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

手
法
の
検
討
や
︑
デ
ジ
タ
コ

の
普
及
目
標
・
普
及
策
の
設

定
な
ど
を
検
討
︒
令
和
９
年

ま
で
毎
年
︑
デ
ジ
タ
コ
の
普

及
率
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実

施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
︒

 

運
行
管
理
の
高
度
化
に
向

け
て事

業
者
間
遠
隔
点
呼
の

先
行
実
施
要
領
発
出

　

国
土
交
通
省
は
７
月
10

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
て
︑
通
達
﹁
事
業
者

間
の
遠
隔
点
呼
の
先
行
実
施

要
領
に
つ
い
て
﹂を
発
出
し
た
︒

　

運
送
事
業
に
お
け
る
運
行

管
理
に
つ
い
て
は
︑
道
路
運

送
法
お
よ
び
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
に
お
い
て
︑
旅
客

や
貨
物
輸
送
の
安
全
確
保
の

た
め
︑
運
送
事
業
者
に
対
し

て
︑
営
業
所
に
運
行
管
理
者

を
配
置
し
︑
運
転
者
に
対
す

る
業
務
前
後
の
点
呼
や
運
行

中
の
必
要
な
指
示
等
を
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
︒

一
方
で
︑
近
年
︑
運
行
管
理

に
活
用
可
能
な
情
報
通
信
技

術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
発
展
が
目

覚
ま
し
く
︑
令
和
３
年
３
月

に
策
定
さ
れ
た
﹁
事
業
用
自

動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０

２
５
﹂
に
お
い
て
︑
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
高
度
な
運
行
管

理
の
実
現
が
掲
げ
ら
れ
た
こ

と
等
を
踏
ま
え
︑
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
運
行
管
理
高
度
化

に
よ
る
安
全
性
向
上
︑
労
働

生
産
性
向
上
を
実
現
す
べ
く

検
討
を
進
め
て
い
る
︒
５
年

４
月
以
降
︑
対
面
に
よ
る
点

呼
と
同
等
の
効
果
を
有
す
る

も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣

が
定
め
る
方
法
を
定
め
る
告

示
の
要
件
を
満
た
し
た
上

で
︑
営
業
所
の
管
轄
運
輸
支

局
へ
届
出
を
行
う
こ
と
に
よ

り
︑
同
一
事
業
者
間
（
完
全

子
会
社
を
含
む
）で
あ
れ
ば
︑

他
の
営
業
所
の
運
転
者
に
対

し
て
遠
隔
か
ら
機
器
を
通
じ

て
点
呼
を
実
施
す
る
﹁
遠
隔

点
呼
﹂が
可
能
と
な
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
同
一
事
業
者
間
の

み
な
ら
ず
事
業
者
を
跨
ぎ

（
１
０
０
％
の
資
本
関
係
に

な
い
も
し
く
は
資
本
関
係
の

な
い
事
業
者
間
）
遠
隔
点
呼

（
以
下
︑﹁
事
業
者
間
遠
隔

点
呼
﹂）
を
行
う
こ
と
で
︑

運
行
管
理
者
の
負
担
軽
減

や
︑
慢
性
的
な
人
手
不
足
へ

の
対
応
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
︑
５
年
11
月
に
﹁
自
動

車
運
送
事
業
に
お
け
る
運
行

管
理
の
高
度
化
に
向
け
た
事

業
者
間
の
遠
隔
点
呼
の
先
行

実
施
要
領
﹂
が
発
出
さ
れ
た

が
︑
６
年
度
も
引
き
続
き
実

施
希
望
の
事
業
者
を
募
集
す

る
た
め
︑
改
め
て
先
行
実
施

要
領
を
発
出
し
た
︒

　

同
事
業
に
採
択
さ
れ
て
実

施
す
る
事
業
者
は
︑
遠
隔
点

呼
告
示
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
と
し
︑
道
路
運
送
法
第
35

条
も
し
く
は
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
第
29
条
に
基
づ
く

管
理
の
受
委
託
の
申
請
を
指

定
の
様
式
に
て
行
い
︑
許
可

を
受
け
た
上
で
遠
隔
点
呼
を

実
施
で
き
る
︒

　

な
お
︑
同
許
可
に
つ
い
て

は
事
業
者
間
の
遠
隔
点
呼
の

先
行
実
施
で
あ
る
こ
と
か

ら
︑
実
施
期
間
は
許
可
を
受

け
て
か
ら
最
長
で
７
年
３
月

31
日
ま
で
︒
今
後
︑
先
行
実

施
期
間
を
終
え
︑
本
格
運
用

開
始
後
︑
継
続
を
希
望
す
る

場
合
は
改
め
て
本
格
運
用
の

制
度
に
基
づ
く
申
請
が
必
要

と
な
る
︒
ま
た
︑
使
用
す
る

遠
隔
点
呼
機
器
の
要
件
に
つ

い
て
は
︑
本
格
運
用
に
お
い

て
も
同
先
行
実
施
同
様
に
遠

隔
点
呼
告
示
に
基
づ
く
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

先
行
実
施
要
領
お
よ
び
届

出
様
式
に
つ
い
て
は
︑国
交
省

﹁
運
行
管
理
高
度
化
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー

プ
﹂
の
ペ
ー

ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
︒
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︻
解
説
︼
こ
の
と
こ
ろ
社
会
問
題
に
も

な
っ
て
い
る
カ
ス
ハ
ラ
は
︑
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
（
パ
ワ
ハ
ラ
）
と
違
い
︑
必

ず
し
も
直
接
的
な
法
的
防
止
義
務
が

事
業
主
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
︑
対
応
を
誤
る
と
い
ろ

い
ろ
な
難
し
い
問
題
が
生
じ
ま
す
の
で
︑

十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

　

令
和
元
年
の
労
働
施
策
総
合
推
進

法
の
改
正
に
よ
り
︑
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ

防
止
措
置
が
事
業
主
の
義
務
と
な
り
︑

﹁
事
業
主
が
職
場
に
お
け
る
優
越
的

な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
に
起
因
す

る
問
題
に
関
し
て
雇
用
管
理
上
講
ず
べ

　
最
近
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
（
カ
ス
ハ
ラ
）
の
問
題
が
よ
く

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
会
社
と

し
て
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要

な
の
で
し
ょ
う
か
。

 第288回 

カスハラが問題に
なっているが会社
に必要な対策は

き
措
置
等
に
つ
い
て
の
指
針
﹂（
令
和

２
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
５
号
）
が

示
さ
れ
ま
し
た
が
︑
こ
の
中
で
︑
カ
ス

ハ
ラ
に
つ
い
て
も
︑
顧
客
等
か
ら
労
働

者
が
受
け
た
暴
行
︑
脅
迫
︑
暴
言
︑

不
当
な
要
求
等
の
著
し
い
迷
惑
行
為

に
関
し
︑
事
業
主
は
相
談
に
応
じ
︑

適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
す
る
旨
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
︒
こ
れ
を
受
け
︑

厚
労
省
は
令
和
４
年
︑﹁
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
企
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂

を
作
成
︑
公
表
し
ま
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
カ
ス
ハ
ラ
は
﹁
当

該
ク
レ
ー
ム
・
言
動
の
要
求
の
内
容

の
妥
当
性
に
照
ら
し
て
︑
当
該
要
求

を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
・
態
様
が

社
会
通
念
上
不
相
当
な
も
の
で
あ
っ
て
︑

当
該
手
段
・
態
様
に
よ
り
︑
労
働
者

の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
も
の
﹂
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑
要
す
る
に
︑
顧

客
等
に
よ
る
不
当
・
悪
質
で
執
拗
な

ク
レ
ー
ム
の
こ
と
で
あ
り
︑
こ
の
﹁
顧

客
等
﹂
に
は
﹁
取
引
先
﹂
も
含
ま
れ

ま
す
︒
そ
し
て
︑
ク
レ
ー
ム
が
カ
ス
ハ

ラ
に
当
た
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

た
め
︑
①
顧
客
等
の
要
求
内
容
に
妥

当
性
が
あ
る
か
︑
②
要
求
を
実
現
す

る
た
め
の
手
段
・
態
様
が
社
会
通
念

に
照
ら
し
相
当
か
︱
︱
の
二
つ
の
基
準

を
掲
げ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
カ
ス
ハ
ラ

に
対
応
す
る
た
め
事
前
の
対
策
と
し

て
︑
①
事
業
主
の
基
本
方
針
・
基
本

姿
勢
の
明
確
化
︑
②
労
働
者
の
た
め

の
相
談
対
応
体
制
の
整
備
︑
③
対
応

方
法
︑
手
順
の
策
定
︑
④
社
内
対
応

ル
ー
ル
の
労
働
者
へ
の
教
育
・
研
修
の

実
施
︱
︱
を
求
め
て
い
ま
す
︒
相
談

対
応
体
制
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
︑
相

談
対
応
者
を
決
め
て
お
く
こ
と
︑
相

談
窓
口
を
設
け
周
知
す
る
こ
と
︑
相

談
対
応
者
は
相
談
の
内
容
や
状
況
に

応
じ
て
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
な
ど

が
大
切
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

あ
わ
せ
て
︑
カ
ス
ハ
ラ
対
策
で
は
特

に
︑
被
害
を
受
け
た
労
働
者
へ
の
配
慮

が
重
要
で
す
︒
な
ぜ
な
ら
ば
︑
事
業

主
は
労
働
契
約
法
第
５
条
に
よ
り
︑

労
働
者
を
健
康
で
安
全
に
働
か
せ
る
べ

き
安
全
配
慮
義
務
を
負
っ
て
お
り
︑
こ

れ
を
怠
れ
ば
︑
労
働
者
が
顧
客
対
応

に
よ
る
過
重
負
担
の
た
め
健
康
を
損

ね
た
場
合
に
は
︑
損
害
賠
償
責
任
を

追
及
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
︒

特
に
︑
厚
労
省
は
昨
年
︑
精
神
障
害

の
労
災
認
定
基
準
を
見
直
し
︑
業
務

に
よ
る
心
理
的
負
荷
評
価
表
に
具
体

的
出
来
事
と
し
て
カ
ス
ハ
ラ
を
追
加
し

て
い
ま
す
が
︑
先
日
の
報
道
で
は
︑
カ

ス
ハ
ラ
に
よ
る
労
災
認
定
は
昨
年
度
す

で
に
52
件
に
上
っ
た
と
い
い
ま
す
︒
労

災
認
定
は
事
業
主
の
責
任
が
明
ら
か

だ
と
い
う
こ
と
か
ら
︑
損
害
賠
償
請

求
に
結
び
付
き
や
す
い
の
で
要
注
意
で

す
︒

　

ま
た
︑
カ
ス
ハ
ラ
は
︑
傷
害
罪
︑

脅
迫
罪
︑
強
要
罪
︑
名
誉
毀
損
罪
︑

侮
辱
罪
︑
業
務
妨
害
罪
な
ど
の
刑
法

や
軽
犯
罪
法
に
抵
触
す
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
︑
悪
質
な
事
案
の
場
合
は

警
察
に
相
談
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
︒

よ
く
あ
る
執
拗
な
土
下
座
の
強
要
な

ど
は
強
要
罪
（
刑
法
第
２
２
３
条
）
に

該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
︑

労
働
者
を
守
る
た
め
に
も
毅
然
と
し

た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
︒

Ａ�

特
に
重
要
な
の
は
被
害
を

受
け
た
労
働
者
へ
の
配
慮

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　
﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
を
機
に
︑

関
係
法
令
の
改
正
な
ど
事
業
遂
行

条
件
が
変
わ
る
︒
こ
の
よ
う
な
変

化
に
対
応
す
る
新
た
な
動
き
が
始

ま
っ
て
き
た
︒

　

ま
ず
は
長
距
離
輸
送
に
お
け
る

中
継
輸
送
で
あ
る
︒
長
距
離
輸
送

は
労
働
時
間
短
縮
の
ア
ロ
ー
ワ
ン

ス
が
少
な
い
︒
そ
の
な
か
で
最
も

有
効
な
の
は
中
継
輸
送
で
あ
ろ

う
︒
だ
が
︑
中
小
事
業
者
が
中
継

輸
送
を
す
る
に
は
い
く
つ
も
の
課

題
が
あ
る
︒﹁
第
一
に
は
中
継
輸
送

の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
だ
（
荷
物
の

相
性
も
含
め
）︒
次
に
︑
ど
の
よ

う
に
提
携
し
た
ら
よ
い
の
か
︒
さ

ら
に
中
継
基
地
の
確
保
で
あ
る
﹂︒

　

こ
れ
ら
中
小
事
業
者
間
の
中
継

輸
送
の
諸
課
題
を
解
消
す
る
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
Ｐ
Ｆ
）が
で
き
た
︒

﹁
そ
れ
ぞ
れ
長
距
離
輸
送
を
し
て

い
る
２
社
が
︑
Ｐ
Ｆ
に
依
頼
す
る

と
距
離
や
方
面
︑
荷
物

な
ど
の
条
件
が
合
う
相

手
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て

く
れ
る
﹂︒
仮
に
Ａ
社

と
Ｂ
社
と
す
る
と
︑
両

社
は
Ｐ
Ｆ
に
マ
ッ
チ
ン

グ
料
を
支
払
う
︒﹁
Ｐ

Ｆ
は
中
継
基
地
と
し
て

登
録
し
て
い
る
事
業
者

に
利
用
料
を
払
っ
て
︑

場
所
の
提
供
だ
け
で
は
な
く
︑

荷
役
誘
導
員
を
つ
け
て
フ
ォ
ー

ク
作
業
者
が
荷
物
の
積
み
替
え

を
す
る
﹂
と
い
う
仕
組
み
だ
︒

Ｐ
Ｆ
が
荷
主
と
契
約
し
て
︑
中

継
輸
送
を
前
提
に
Ａ
社
と
Ｂ
社

に
運
送
を
依
頼
す
る
パ
タ
ー
ン

も
あ
る
︒

　

次
は
多
層
構

造
の
是
正
だ
︒

実
運
送
が
２
次

下
請
ま
で
に
な

る
と
︑
業
界
構

造
が
大
き
く
変

化
す
る
だ
ろ
う
︒

あ
る
中
小
事
業

者
は
︑
大
手
元

請
事
業
者
か
ら

﹁
実
運
送
事
業

者
は
２
次
下
請

ま
で
と
い
う
条

件
で
︑
大
き
な

仕
事
を
受
託
す

る
準
備
を
し
て

い
る
﹂︒
そ
こ
で

２
次
下
請
事
業
者
を
探
し
て
マ

ッ
チ
ン
グ
し
︑
管
理
で
き
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
︒

一
定
金
額
以
上
の
運
賃
を
保
証

し
な
が
ら
︑
元
請
の
仕
事
を
複

数
の
２
次
下
請
事
業
者
に
配
分

す
る
仕
組
み
だ
︒
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
１
次
下
請
事
業
者
と
２
次
下

請
実
運
送
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
で
︑﹁
適
正
な
運
賃
の
保
証
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
﹂︒

　

自
動
車
運
送
業
も
﹁
特
定
技
能

１
号
﹂
に
追
加
さ
れ
た
︒﹁
技
能

実
習
﹂
を
修
了
し
て
﹁
特
定
技
能

１
号
﹂
に
な
れ
ば
最
長
５
年
間
の

就
労
が
認
め
ら
れ
る
︒
さ
ら
に
︑

試
験
に
合
格
し
て
﹁
特
定
技
能
２

号
﹂
に
な
れ
ば
在
留
期
間
の
制
限

が
な
く
な
り
︑
実
質
的
に
は
日
本

人
ド
ラ
イ
バ
ー
と
同
じ
に
な
る
︒

　

だ
が
︑
以
前
か
ら
日
系
ブ
ラ
ジ

ル
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
多
数
雇
用

し
て
き
た
中
小
事
業
者
は
︑
外
国

人
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
﹁
教
育

が
大
き
な
テ
ー
マ
﹂
と
い
う
︒
こ

の
事
業
者
は
正
社
員
と
派
遣
を
合

わ
せ
る
と
︑
約
18
％
が
日
系
ブ
ラ

ジ
ル
人
な
ど
の
外
国
人
ド
ラ
イ
バ

ー
だ
︒
そ
こ
で
︑
国
土
交
通
省
の

﹁
法
定
12
項
目
研
修
用
の
日
本
語

版
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
の
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
作
成
︒
独
自
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
会
話
形
式
の
た

め
︑
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
待
機
時

間
な
ど
に
楽
し
く
履
修
で
き
る
﹂︒

一
般
に
も
有
料
で
利
用
で
き
る
よ

う
に
販
売
を
開
始
し
た
︒
次
は
英

語
版
を
作
成
し
︑
さ
ら
に
各
国
語

版
を
追
加
し
て
い
く
︒

第
339
回

新たな事業遂行条件に対応した動向

バ
ー
の
経
年
の
評
価
結
果
を

掲
載
し
て
お
り
︑
そ
れ
ぞ
れ

の
健
康
状
況
の
変
化
が
分
か

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
Ｃ
~
Ｅ
評
価
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
は
︑
繰

り
返
し
会
社
か
ら
助
言
を
行

い
︑
シ
フ
ト
変
更
な
ど
受
診

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
通

じ
て
病
院
へ
の
受
診
を
促
す

よ
う
に
し
て
い
る
︒

﹁
健
診
結
果
を
Ａ
~
Ｅ
の
５

段
階
評
価
に
し
た
上
で
︑
一

覧
表
を
社
内
ク
ラ
ウ
ド
上
で

共
有
化
し
︑
過
去
の
自
分
や

同
年
代
の
従
業
員
な
ど
と
比

較
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と

で
︑
健
康
づ
く
り
に
対
す
る

自
覚
を
促
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
﹂（
同
）

活
習
慣
の
改
善
や
︑
健
康
意

識
の
向
上
︒

　
﹁
年
に
１
回
定
期
的
に
Ｓ

Ａ
Ｓ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

を
受
診
さ
せ
る
こ
と
で
︑
個

々
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
状

態
や
そ
の
変
化
な
ど
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
︒
同
助
成
制
度
は

非
常
に
有
意
義
な
も
の
だ
と

感
じ
て
お
り
︑
当
社
で
は
今

後
も
同
助
成
制
度
を
継
続
的

に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈱
朝
日
運
輸

　

佐
野
太
一
取
締
役

※
な
お
︑
同
助
成
事
業
は
︑

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に

よ
り
申
し
込
み
期
間
︑
予
算

額
等
が
異
な
る
た
め
︑
詳
細

は
所
属
の
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
︒

　

㈱
朝
日
運
輸
は
北
陸
地
域

を
中
心
に
︑
建
材
配
送
や
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
配
送
︑
種
卵

配
送
な
ど
を
手
が
け
る
運
送

会
社
で
あ
る
︒

　

同
社
が
初
め
て
Ｓ
Ａ
Ｓ
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
助
成
事

業
を
利
用
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー

に
検
査
を
受
診
さ
せ
た
の
は
︑

令
和
３
年
度
で
あ
る
︒
当
時
︑

報
道
な
ど
で
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
関
す

る
事
故
が
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
た
の
を
見
た
佐
野
社
長

は
︑﹁
も
し
か
し
た
ら
︑
当

社
に
も
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
か
か
っ
て

い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
﹂
と
考
え
︑
佐

野
社
長
の
子
息
で
あ
る
佐
野

太
一
取
締
役
に
Ｓ
Ａ
Ｓ
受
診

の
必
要
性
に
つ
い
て
相
談
し

た
︒

　

以
前
︑
佐
野
取
締
役
も
長

時
間
の
運
転
時
に
眠
気
を
催

す
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
︒

Ｓ
Ａ
Ｓ
は
︑
睡
眠
中
に
呼
吸

意
識
を
失
う
よ
う
な
眠
り
に

陥
る
危
険
性
が
あ
る
︒

　

佐
野
取
締
役
は
︑
地
元
富

山
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
髙
田

和
夫
会
長
）
か
ら
の
案
内
で

Ｓ
Ａ
Ｓ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
の
助
成
制
度
の
存
在
を
知

り
︑
活
用
を
決
め
た
︒

　
﹁
安
全
・
安
心
な
輸
送
が

求
め
ら
れ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
だ
か
ら
こ
そ
︑
受

診
を
通
じ
て
︑
運
送
業
界
の

健
康
管
理
や
安
全
運
転
に
対

す
る
意
識
を
高
め
︑
安
全
性

向
上
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康

増
進
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
︑
助
成
制
度
の
活
用
を

決
め
ま
し
た
﹂（
佐
野
取
締
役
）

　

同
社
で
は
︑
会
社
の
方
針

と
し
て
﹁
当
社
に
所
属
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
全
員
に
受
診
し

て
も
ら
う
﹂
と
の
考
え
で
︑

３
年
度
に
75
人
︑
５
年
度
に

83
人
も
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
︑

本
助
成
制
度
を
活
用
し
て
Ｓ

Ａ
Ｓ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

を
受
診
し
て
い
る
︒

　

同
助
成
制
度
で
は
︑
指
定

検
査
・
医
療
機
関
が
実
施
す

る
Ｓ
Ａ
Ｓ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
の
う
ち
︑
健
康
保
険
適

用
外
で
あ
る
第
１
次
検
査

（
簡
易
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

チ
ェ
ッ
ク
︑
解
析
︑
判
定
）

お
よ
び
第
２
次
検
査
（
パ
ル

ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
等
に
よ

る
簡
易
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
）
の
費
用
が
対
象
と
な
っ

て
い
る
︒
な
お
︑
同
社
の
ド

ラ
イ
バ
ー
の
検
査
は
全
ト
協

が
停
止
し
た
り
︑
呼
吸
が
浅

く
な
っ
た
り
弱
く
な
る
よ
う

な
状
態
が
頻
繁
に
起
き
る
病

気
で
あ
る
︒
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
罹
患

す
る
と
︑
質
の
良
い
睡
眠
が

取
れ
な
く
な
る
こ
と
か
ら
︑

日
中
に
強
い
眠
気
や
疲
労
な

ど
を
伴
い
︑
運
転
中
に
突
然

指
定
検
査
機
関
の
ひ
と
つ
で

あ
る
（
一
財
）
運
輸
・
交
通

Ｓ
Ａ
Ｓ
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー

が
実
施
し
て
い
る
が
︑
同
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
Ｓ
Ａ
Ｓ
検
査

で
は
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ

ー
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
を
基
本
と
し
て
お
り
︑

検
査
を
行
う
際
に
問
診
票
を

ド
ラ
イ
バ
ー
に
記
入
し
て
も

ら
う
方
式
を
と
っ
て
い
る
︒

　

同
社
が
Ｓ
Ａ
Ｓ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
を
受
診
す
る
に

あ
た
っ
て
は
︑
ま
ず
所
属
の

富
山
県
ト
協
に
検
査
申
込
書

を
提
出
︒
そ
れ
を
受
け
て
︑

同
セ
ン
タ
ー
か
ら
パ
ル
ス
オ

キ
シ
メ
ー
タ
ー
・
取
扱
説
明

書
・
問
診
票
が
入
っ
た
検
査

キ
ッ
ト
が
同
社
に
届
け
ら
れ

る
︒
検
査
キ
ッ
ト
は
受
診
す

る
人
数
分
が
送
ら
れ
︑
１
人

に
つ
き
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

タ
ー
が
１
台
届
く
︒
同
社
で

は
検
査
キ
ッ
ト
を
ド
ラ
イ
バ

ー
に
貸
し
出
し
︑
一
晩
︑
睡

眠
時
に
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

タ
ー
を
装
着
し
て
も
ら
い
︑

デ
ー
タ
を
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ

ー
タ
ー
の
内
蔵
メ
モ
リ
に
記

録
し
た
上
で
︑
記
入
済
み
の

問
診
票
と
一
緒
に
同
セ
ン
タ

ー
に
返
送
す
る
︒

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
︑
デ
ー

タ
と
問
診
票
の
内
容
か
ら
専

門
医
が
総
合
的
に
判
定
し
︑

検
査
結
果
を
同
社
に
送
る
︒

同
セ
ン
タ
ー
の
場
合
︑
受
診

者
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
傾
向
を
Ａ
~
Ｆ

の
６
段
階
（
図
）
で
判
定
し

て
い
る
︒

　

同
社
で
は
検
査
結
果
を
ド

ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と
り
に
配

布
し
た
上
で
︑
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
疑

い
の
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
は
病
院
で
の
再
検
査
を

促
す
よ
う
に
し
て
い
る
︒
な

お
︑
同
社
で
は
再
検
査
受
診

に
あ
た
り
︑
乗
務
シ
フ
ト
を

調
整
す
る
な
ど
︑
受
診
し
や

す
い
環
境
を
整
え
て
い
る
と

い
う
︒

　
﹁
３
年
度
の
際
は
検
査
受

診
後
の
適
切
な
フ
ォ
ロ
ー
ま

で
手
が
回
ら
ず
︑
受
診
さ
せ

た
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
︒
し
か
し
︑
適
切
な

治
療
を
せ
ず
に
放
置
し
て
し

ま
う
こ
と
で
︑
高
血
圧
や
狭

心
症
︑
心
筋
梗
塞
︑
脳
梗
塞

な
ど
と
い
っ
た
命
に
か
か
わ

　

Ｓ
Ａ
Ｓ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
結
果
と
と
も
に
︑
同
社

で
は
健
康
診
断
結
果
の
さ
ら

な
る
活
用
に
も
乗
り
出
し
て

い
る
︒

　

ま
ず
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
ご
と

に
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
ボ
デ
ィ
マ
ス
指

数
:
肥
満
度
を
表
す
体
格

指
数
）︑
血
圧
︑
血
液
検
査

に
よ
る
赤
血
球
数
や
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
濃
度
︑
肝
機
能
な
ど

の
状
態
を
表
す
Ｇ
Ｐ
Ｔ
や
γ

︱
Ｇ
Ｔ
Ｐ
の
数
値
︑
ま
た
中

性
脂
肪
や
Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
悪
玉
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
生
活

習
慣
に
起
因
す
る
項
目
に
つ

い
て
︑
数
値
ご
と
に
点
数
化

（
合
計
１
０
０
点
満
点
）し
︑

毎
年
記
録
す
る
よ
う
に
し

た
︒
現
在
は
︑
80
点
以
上
で

あ
れ
ば
Ａ
評
価
︑
60
点
以
上

80
点
未
満
の
場
合
は
Ｂ
評

価
︑
40
点
以
上
60
点
未
満
は

Ｃ
評
価
︑
20
点
以
上
40
点
未

満
は
Ｄ
評
価
︑
20
点
未
満
は

Ｅ
評
価
と
し
た
上
で
︑
全
ド

る
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
︒
有
所
見

者
に
確
実
に
精
密
検
査
を
受

け
て
も
ら
う
た
め
に
は
︑
会

社
が
積
極
的
に
有
所
見
者
に

対
す
る
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

を
行
い
︑
確
実
な
受
診
に
繋

げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

そ
こ
で
︑
５
年
度
は
︑
精
密

検
査
受
診
の
費
用
を
会
社
が

負
担
す
る
こ
と
で
︑
有
所
見

者
の
確
実
な
治
療
に
繋
げ
て

い
ま
す
﹂（
同
）

ラ
イ
バ
ー
の
５
段
階
評
価
を

一
覧
表
に
ま
と
め
︑
社
内
ク

ラ
ウ
ド
上
で
確
認
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
︒

　

一
覧
表
に
は
︑
全
ド
ラ
イ

　

佐
野
取
締
役
は
︑
同
助
成

制
度
の
活
用
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
︑
次
の
４
つ
を
挙

げ
て
い
る
︒

①
健
康
管
理
の
促
進
:
自

身
の
健
康
状
態
を
把
握
し
︑

適
切
な
健
康
管
理
に
繋
が
る
︒

②
早
期
発
見
と
治
療
:
疾

病
や
健
康
リ
ス
ク
の
早
期
発

見
と
治
療
に
よ
り
健
康
起
因

事
故
防
止
が
可
能
︒

③
安
心
感
の
向
上
:
健
康

状
態
が
確
認
で
き
る
た
め
︑

安
心
感
が
得
ら
れ
︑
安
全
運

転
な
ど
メ
ン
タ
ル
面
で
の
メ

リ
ッ
ト
も
期
待
で
き
る
︒

④
生
活
習
慣
の
改
善
:
生

健
康
起
因
事
故
の
引
き
金
と
な
る
　
「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
」
を
早
期
に
発
見

健
康
起
因
事
故
の
引
き
金
と
な
る
　
「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
」
を
早
期
に
発
見

Ｓ
Ａ
Ｓ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
受
診
を
通
じ
て　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
管
理
の
徹
底
と
健
康
起
因
事
故
の
防
止
に
繋
げ
る

Ｓ
Ａ
Ｓ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
受
診
を
通
じ
て　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
管
理
の
徹
底
と
健
康
起
因
事
故
の
防
止
に
繋
げ
る

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
令
和
６
年

度
も
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
健
全
な

発
展
に
資
す
る
各
種
助
成
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
︒
本
特
集
で
は
︑
全
ト
協
に
よ

る
助
成
制
度
を
活
用
し
た
運
送
事
業
者
に

よ
る
事
例
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑﹁
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ

Ａ
Ｓ
）ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
助
成
事
業
﹂

（
二
次
元
コ
ー
ド
）
を
活
用
し
︑
指
定
検

査
・
医
療
機
関
に
て
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
Ｓ
Ａ

Ｓ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

を
受
診
さ
せ
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
健
康
管
理
の
徹
底
と
健
康
起
因
事
故

の
防
止
を
図
っ
て
い
る
︑
富
山
県
射
水
市

の
㈱
朝
日
運
輸
（
佐
野
信
文
代
表
取
締
役

社
長
）
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
︒

運
転
中
に
眠
気
や
疲
労
を
も
た
ら
す
Ｓ
Ａ
Ｓ

運
転
中
に
眠
気
や
疲
労
を
も
た
ら
す
Ｓ
Ａ
Ｓ

安
全
輸
送
の
継
続
に
向
け
検
査
受
診
を
決
断

安
全
輸
送
の
継
続
に
向
け
検
査
受
診
を
決
断

Ｓ
Ａ
Ｓ
の
放
置
で
合
併
症
の
お
そ
れ
高
ま
る

Ｓ
Ａ
Ｓ
の
放
置
で
合
併
症
の
お
そ
れ
高
ま
る

欠
か
せ
な
い
「
検
査
受
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
」

欠
か
せ
な
い
「
検
査
受
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
」

健
康
診
断
の
結
果
を
５
段
階
評
価
で
公
表

健
康
診
断
の
結
果
を
５
段
階
評
価
で
公
表

健
康
に
対
す
る
意
識
を
一
層
高
め
る

健
康
に
対
す
る
意
識
を
一
層
高
め
る

健
康
起
因
事
故
の
未
然
防
止
に
繋
が
る

健
康
起
因
事
故
の
未
然
防
止
に
繋
が
る

Ｓ
Ａ
Ｓ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
継
続
実
施
を

Ｓ
Ａ
Ｓ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
継
続
実
施
を

佐野　太一
取締役

SAS検査で使用されるパルスオキシメーター㊧。睡眠時に装着し、脈
拍数や動脈血酸素飽和度を測定する㊨

㈱朝日運輸
本　　社　富山県射水市今井470
代  表  者　代表取締役社長　佐野　信文
資  本  金　1,300万円
従業員数　90人（うちドライバー85人）
車  両  数　79台

会社概要

株
式
会
社
朝
日
運
輸
（
富
山
県
射
水
市
）

出典：�一般財団法人運輸・交通SAS 対策支援センターホームページ

図

全ト協　「大切なドライバーにSASスクリーニング検査を！」
リーフレットを今号に折り込み

　睡眠時無呼吸症候群（SAS）は、睡眠時に頻繁に呼吸が止まったり、止まり
かけたりする状態（睡眠呼吸障害）が繰り返されるために、質の良い睡眠が取
れず、日中に強い眠気や疲労等の自覚症状を伴う病気ですが、自分では自覚し
にくい危険性があります。SAS 患者は、居眠り運転を起こす危険性がある上、
治療をせずに放置すると命に関わる合併症（高血圧、狭心症、心筋梗塞、脳梗
塞等）を引き起こすおそれもあります。これらの疾
病は、運転中の突然死にも繋がる健康起因事故の主
原因でもあります。
　全ト協ではリーフレット『大切なドライバーに
SAS スクリーニング検査を！』（写真）を作成し、
今号の『広報とらっく』に折り込んでいます。
　大切なドライバーが健康に長く働けるよう、また、
健康起因事故を起こさないために、SAS スクリーニ
ング検査を受診させて、SAS の早期発見・治療を行
いましょう。

SASスクリーニング検査受診後には有所見者に対して面談を行い、精密検査を受けるよう促し
ている

〜全ト協助成制度活用事例特集〜〜全ト協助成制度活用事例特集〜
①睡眠時無呼吸症候群（SAS）スクリーニング検査助成事業
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「
働
き
方
改
革
」
に
よ
る

自
動
車
運
転
者
の
時
間
外
労

働
上
限
規
制
は
、「
自
動
車

運
転
者
の
労
働
時
間
等
の
改

善
の
た
め
の
基
準
」（
改
善

基
準
告
示
）
と
と
も
に
、
令

和
６
（
２
０
２
４
）
年
４
月

か
ら
適
用
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
適
用
後
数
か
月
が
経
過

し
た
現
在
、
社
会
保
険
労
務

士
へ
の
相
談
・
質
問
が
増
え

て
き
て
い
る
の
が
、「
２
０
２

４
年
問
題
」
へ
の
対
応
に
つ
い

て
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
内
容
に
関

し
て
は
、「
現
状
の
ま
ま
の
取

り
組
み
で
も
問
題
は
な
い
の

か
」、「『
２
０
２
４
年
問
題
』

対
策
の
た
め
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
労
務
上
の
対
策

は
何
な
の
か
」
な
ど
と
い
っ

た
ご
質
問
が
多
く
を
占
め
て

い
ま
す
。
ま
た
中
に
は
、
法

令
遵
守
が
難
し
い
状
況
の
中
、

「
法
律
を
守
る
こ
と
よ
り

も
、
売
上
を
優
先
す
る
」
と

い
う
会
社
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
法
改
正
に
よ
り
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
残
業
時
間
が

減
少
し
た
こ
と
に
伴
い
、
給

与
も
２
割
ほ
ど
少
な
く
な
っ

た
と
い
う
話
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。「
勤
務
時
間
が
短

く
な
っ
て
も
、
給
与
が
変
わ

ら
な
い
」
の
で
あ
れ
ば
、
こ

れ
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る

は
ず
で
す
が
、「
改
正
後
の

法
律
を
守
っ
て
労
働
時
間
管

理
を
し
て
い
る
事
業
者
」
か

ら
「
時
間
外
労
働
を
短
縮
す

る
だ
け
で
は
、
生
活
が
で
き

な
い
」と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。 　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

日
本
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
担

う
、
必
要
不
可
欠
な
職
業
で

す
。
現
状
に
対
し
て
問
題
意

識
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
何
ら
か
の
改
善
策
が
必

要
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、「
こ

れ
さ
え
行
え
ば
、
す
ぐ
に
労

働
環
境
が
改
善
で
き
る
」
と

い
う
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

や
は
り
、
長
年
に
わ
た
っ
て

形
成
さ
れ
て
き
た
慣
行
を
改

善
す
る
に
は
、
同
じ
く
長
い

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
一
度

に
行
お
う
と
考
え
ず
に
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
順
番
に
改

善
を
行
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
で

す
。こ
こ
で
大
事
な
こ
と
は
、

管
理
者
が「
で
き
な
い
」と
諦

め
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
は
ド

ラ
イ
バ
ー
に
も
伝
わ
り
、
そ

こ
か
ら
先
に
進
む
こ
と
は
で

　

平
成
30
年
の
働
き
方
関
連

法
改
正
に
あ
た
り
、
自
動
車

運
転
者
と
一
般
労
働
者
の
時

間
外
労
働
上
限
規
制
は
同
じ

く
「（
原
則
）
年
３
６
０
時
間

・
月
45
時
間
」
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
特
別
条
項
に
よ

り
、
自
動
車
運
転
者
の
上
限

は
「
年
９
６
０
時
間
」
と
定

め
ら
れ
、そ
の
時
間
を
超
え
、

き
ま
せ
ん
。
経
営
者
・
管
理

者
が
明
確
な
改
善
の
た
め
の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
説
得

力
の
あ
る
施
策
を
講
じ
、
同

じ
目
標
に
向
か
っ
て
会
社
と

ド
ラ
イ
バ
ー
が
互
い
に
協
力

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

法
令
遵
守
や
「
２
０
２
４

年
問
題
」
へ
の
対
応
が
で
き

る
、
で
き
な
い
を
論
じ
る
前

に
、
な
す
べ
き
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、「
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
時
間
の
実
態
を
把

握
す
る
こ
と
」で
す
。ま
ず
は
、

運
行
記
録
計
（
デ
ジ
タ
ル
タ

コ
グ
ラ
フ
）
な
ど
で
、
現
在

の
労
働
時
間
を
確
認
す
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
労

働
時
間
を
確
認
し
、
運
行
シ

フ
ト
や
給
与
体
系
等
の
見
直

し
を
図
っ
た
そ
の
次
の
段
階

と
し
て
、
客
先
で
あ
る
荷
主

に
協
力
を
仰
ぎ
ま
し
ょ
う
。

そ
う
し
て
、
徐
々
に
労
務
改

善
策
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て

い
く
こ
と
が
、「
会
社
と
ド
ラ

イ
バ
ー
が
Ｗ
ｉ
ｎ
‐
Ｗ
ｉ
ｎ

の
関
係
に
な
る
労
働
環
境
」

の
実
現
に
繋
が
る
は
ず
で
す
。

法
令
違
反
と
な
れ
ば
、
罰
則

（
労
働
基
準
法
第
１
１
９
条

：
６
か
月
以
下
の
懲
役
も

し
く
は
30
万
円
以
下
の
罰

金
）
が
科
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
貨
物
を
輸
送
す

る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

時
間
外
労
働
時
間
に
つ
い
て

は
、
年
間
の
上
限
規
制
（
９

６
０
時
間
）
は
あ
る
も
の
の

月
間
の
上
限
規
制
は

設
け
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
、
繁
忙

期
や
閑
散
期
が
あ
る

業
務
も
あ
り
、
月
々
の
労
働

時
間
に
差
が
出
て
く
る
た
め
、

１
か
月
ご
と
の
上
限
時
間
が

示
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
36
協
定
（
労
基
法

第
36
条
に
基
づ
く
労
使
協

定
）作
成
時
に
締
結
す
る「
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
に
従
事

す
る
自
動
車
運
転
者
の
１
箇

月
に
つ
い
て
の
拘
束
時
間
の

延
長
に
関
す
る
協
定
書
」（
図

１
）
で
は
、
改
善
基
準
告
示

に
基
づ
き
１
か
月
の
拘
束
時

間
は
「
２
８
４
時
間
以
内
」

と
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、

１
年
の
う
ち
６
か
月
ま
で
は
、

１
年
の
総
拘
束
時
間
が
３
４

０
０
時
間
を
超
え
な
い
範
囲

内
で
、「
３
１
０
時
間
」
ま
で

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
協
定
書
は
、
管

轄
労
働
基
準
監
督
署
に
届
け

出
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
①
１
か
月
の
拘
束

時
間
が
２
８
４
時
間
を
超
え

る
月
は
連
続
３
か
月
ま
で
、

②
１
か
月
の
時
間
外
労
働
お

よ
び
休
日
労
働
の
合
計
時
間

数
を
１
０
０
時
間
未
満
―
―

と
な
る
よ
う
努
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

ま
で
円
滑
に
で
き
る
よ
う
社

内
体
制
を
整
備
し
、
時
間
の

管
理
を
見
直
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
業
務
前
点
呼
の

際
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク

と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
状
態

　

自
動
車
運
送
業
の
労
働
時

間
の
削
減
方
法
と
し
て
、
始

　

一
般
労
働
者
の
時
間
外
労

働
上
限
規
制
時
間
は
「
年
７

２
０
時
間
以
内
」
で
、
そ
の

中
に
法
定
休
日
労
働
時
間

（
労
基
法
第
35
条
：
法
定

休
日
）
が
含
ま
れ
ま
す
が
、

自
動
車
運
転
者
の
「
年
９
６

０
時
間
以
内
」
に
は
、
法
定

休
日
労
働
時
間
が
含
ま
れ
ま

せ
ん
。

　

一
般
的
に
休
日
と
い
え
ば
、

の
確
認
や
当
日
の
運
行
内

容
、
日
常
点
検
結
果
な
ど
の

確
認
を
終
了
し
て
か
ら
運
行

の
可
否
を
判
断
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
自
然
に
管
理
者

と
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
良
好
に
な
っ
て

業
時
刻
を
決
め
て
、
日
常
点

検
や
業
務
前
点
呼
を
、
出
発

会
社
が
指
定
す
る
休
日
で
あ

る
「
所
定
休
日
」
を
指
す
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
休
日
に

は
、
所
定
休
日
の
ほ
か
に
、

「
法
定
休
日
」が
あ
り
ま
す
。

法
定
休
日
と
は
、
労
基
法
に

よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
休
日

で
、
一
週
間
の
う
ち
１
日
は

与
え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
業
務
の
都
合
な
ど
に
よ

り
、
一
週
間
連
続
し
て
業
務

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。　

　

こ
の
よ
う
な
、
日
々
の
積

み
重
ね
が
、
時
間
外
の
労
働

時
間
数
を
抑
え
る
方
法
の
ひ

と
つ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

を
行
っ
た
場
合
、
７
日
目
が

法
定
休
日
と
な
り
、
休
日
労

働
時
間
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
ま
す
。
ま
た
改
善
基
準
告

示
に
よ
り
、
自
動
車
運
転
者

の
法
定
休
日
に
つ
い
て
は
、

休
息
期
間
を
含
め
連
続
で

「
１
日
の
休
息
期
間
（
９
時

間
以
上
）
＋
１
日
（
24
時

間
）」、
つ
ま
り
「
継
続
し
て

33
時
間
」
の
休
日
が
必
要
と

な
り
、
２
週
に
１
日
は
必
ず

休
日
を
与
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

改
善
基
準
告
示
な
ど
の
労

働
時
間
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が

デ
ジ
タ
コ
の
操
作
を
行
っ
て

さ
え
い
れ
ば
、
そ
の
記
録
を

基
に
、
法
に
抵
触
し
て
い
る

か
否
か
が
分
か
り
ま
す
。
デ

ジ
タ
コ
導
入
時
に
は
ボ
タ
ン

操
作
が
出
来
な
い
ド
ラ
イ
バ

ー
が
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
ド
ラ
イ

バ
ー
が
ボ
タ
ン
操
作
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
、
毎
回
チ

ェ
ッ
ク
を
し
な
が
ら
根
気
よ

く
指
導
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
あ
る
意
味
、
管
理
者
と

ド
ラ
イ
バ
ー
の
根
比
べ
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

ア
ナ
ロ
グ
の
運
行
記
録
計

（
ア
ナ
タ
コ
）
で
は
、
針
が

動
い
て
い
る
部
分
は
運
転
中

で
す
が
、
動
い
て
い
な
い
部

分
は
労
働
時
間
の「
荷
扱
い
」

「
作
業
待
機
」、
労
働
時
間

　

現
状
で
の
改
善
す
べ
き
点

は
、
会
社
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
。
自
社
に
お
け
る
改
善
点

を
あ
ぶ
り
出
し
、
順
次
ひ
と

つ
ず
つ
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
肝
要
で
す
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に

　

法
律
に
則
し
て
自
動
車
運

転
者
の
労
働
時
間
を
カ
ウ
ン

ト
す
る
と
、
例
え
ば
、「
週

休
２
日
制
で
、
月
曜
か
ら
金

曜
ま
で
出
勤
し
、
土
曜
・
日

曜
が
休
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
土
日
両
日
と
も
出
勤
し

た
場
合
」
で
は
、
週
40
時
間

を
超
え
た
土
曜
の
労
働
時
間

は
「
時
間
外
労
働
時
間
」
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
日
曜
は

「
法
定
休
日
」
と
み
な
さ
れ

る
た
め
、
日
曜
の
労
働
時
間

は
「
休
日
労
働
時
間
」
と
な

り
ま
す
。

　

図
２
で
は
、『
―
売
上
・

利
益
を
維
持
し
、
ド
ラ
イ
バ

ー
を
定
着
さ
せ
る
―
中
小
企

業
の
た
め
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
の
時
間
外
労
働
削
減
の
実

務
』（
第
一
法
規
㈱
刊
）
を

基
に
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
時
間
の
考
え
方
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。

で
は
な
い
「
休
憩
」
も
し
く

は
「
休
息
期
間
」
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ド
ラ

イ
バ
ー
は
針
が
触
れ
て
い
な

い
部
分
は
「
作
業
待
機
中
で

あ
る
」
と
言
い
、
管
理
者
は

「
休
憩
で
は
な
い
の
か
」
と

考
え
ま
す
。
管
理
者
に
乗
務

経
験
が
あ
る
場
合
は
、
ど
の

部
分
が
労
働
時
間
で
、
ど
の

部
分
が
休
憩
時
間
か
な
ど
が

分
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
判
断
に
つ
い
て
は
、

現
在
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
デ
ジ

タ
コ
の
ボ
タ
ン
操
作
と
な
り

ま
す
の
で
、
正
し
く
そ
れ
が

行
わ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か

を
、
業
務
後
点
呼
の
際
に
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
点
呼
者
と

ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
行
記
録
を

見
な
が
ら
確
認
し
あ
う
と
、

驚
く
ほ
ど
労
働
時
間
の
管
理

が
正
確
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

終業時刻 始業時刻始業時刻

（労働時間　＋　休憩時間）

（運転時間 ＋荷扱い・作業待機時間）

荷扱い・
作業
待機時間

（運行記録計の針が動いている時間）

連続運転時間：4時間以内
例外：やむを得ない場合 4時間 30分まで

2日平均 1日 9時間以内・2週平均 1週 44時間以内

（継続 11時間以上／
9時間を下回らない）

（拘束時間 ＋ 休息期間）
休日（休息期間＋24時間）

13時間以内（最長15時間以内）拘束時間

労働時間

休憩時間
休息期間 拘束時間

運転時間

１日24時間
１日24時間

始業時刻から24時間カウント

図２　トラックドライバーにおける労働時間の基本的な考え方

お
い
て
は
、
現
状
と
法
律
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
く
、
法

令
遵
守
は
困
難
だ
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
正
し
い
労
働
時
間
管

理
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、

粘
り
強
く
取
り
組
み
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

粘
り
強
く
自
社
の
問
題
点
を
あ
ぶ
り
出
し

粘
り
強
く
自
社
の
問
題
点
を
あ
ぶ
り
出
し

諦
め
ず
に
適
正
な
労
働
時
間
管
理
の
実
現
を

諦
め
ず
に
適
正
な
労
働
時
間
管
理
の
実
現
を

全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
連
合
会
　
働
き
方
改
革
推
進
特
別
委
員
会
委
員
　
特
定
社
会
保
険
労
務
士
　
石
原
　
清
美
氏

全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
連
合
会
　
働
き
方
改
革
推
進
特
別
委
員
会
委
員
　
特
定
社
会
保
険
労
務
士
　
石
原
　
清
美
氏

寄
稿

　
こ
の
４
月
か
ら
自
動
車
運
転
者
の
時
間

外
労
働
上
限
規
制（
年
９
６
０
時
間
）と
、

改
正
「
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間
等
の

改
善
の
た
め
の
基
準
」（
改
善
基
準
告
示
）

が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
」
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
今
回
か
ら
、
３
回
に
わ
た
り
「
労

働
時
間
管
理
方
法
」、「
賃
金
制
度
・
評
価

制
度
」、「
人
材
確
保
・
採
用
対
策
」
を
テ

ー
マ
に
、
全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
連
合

会
働
き
方
改
革
推
進
特
別
委
員
会
委
員
に

よ
る
特
別
寄
稿
を
連
載
し
ま
す
。今
回
は
、

「
時
間
外
労
働
上
限
規
制
や
改
正
改
善
基

準
告
示
を
踏
ま
え
た
労
働
時
間
管
理
方

法
」
に
つ
い
て
、
特
定
社
会
保
険
労
務
士

の
石
原
清
美
氏
に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
す
。

は
じ
め
に

終
わ
り
に

出典：�厚生労働省『トラック運転者の労働時間等の
改善基準のポイント』（2023 年 10月）

図１「貨物自動車運送事業に従事する自
動車運転者の１箇月についての拘束時間
の延長に関する協定書」
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間
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踏
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踏
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た
労
働
時
間
管
理
方
法
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▼
羽
田
空
港
第
３
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
出
発

ロ
ビ
ー
フ
ロ
ア
で
︑
25
年
ぶ
り
に
再
会

し
た
学
生
時
代
の
友
人
は
︑
年
齢
を
重

ね
た
渋
い
男
に
な
っ
て
い
ま
し
た
︒
▼

彼
は
大
学
を
卒
業
後
︑
大
手
ス
ー
パ
ー

に
入
社
︑
そ
の
後
︑
着
実
に
キ
ャ
リ
ア

を
重
ね
て
い
く
な
か
︑
店
長
と
し
て
東

日
本
各
地
の
店
所
に
足
跡
を
残
し
ま
し

た
︒
彼
は
︑
故
郷
で
も
あ
る
北
海
道
釧

路
市
の
女
性
と
結
婚
︒
結
婚
の
報
告
を

兼
ね
て
釧
路
か
ら
伴
侶
と
共
に
２
人
で

上
京
し
︑
東
京
で
２
泊
し
た
際
に
は
︑

大
い
に
旧
交
を
温
め
た
も
の
で
す
︒
３

日
後
に
２
人
は
羽
田
空
港
か
ら
沖
縄
県

那
覇
市
へ
と
新
婚
旅
行
に
旅
立
ち
ま
し

た
︒
５
階
の
展
望
デ
ッ
キ
で
︑
彼
と
私

が
肩
を
組
み
戯
け
る
写
真
は
︑
当
時
の

私
達
２
人
の
若
さ
を
物
語
っ
て
い
ま

す
︒や
が
て
︑彼
は
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
︑

戸
籍
上
で
は
１
人
に
な
り
︑
い
つ
し
か

私
と
も
音
信
不
通
に
な
っ
て
い
ま
し

た
︒
▼
定
年
を
迎
え
て
︑
故
郷
の
北
海

道
に
終
の
棲
家
を
建
て
︑
釣
り
三
昧
の

日
々
だ
と
連
絡
が
入
っ
た
の
は
５
年
ほ

ど
前
の
こ
と
で
す
︒
そ
し
て
︑
昨
年
秋

に
︑
彼
の
長
女
が
ハ
ワ
イ
の
オ
ア
フ
島

で
双
方
の
両
親
と
家
族
の
み
の
結
婚
式

を
挙
げ
る
と
の
こ
と
で
︑
冒
頭
に
書
い

た
羽
田
空
港
第
３
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
再

会
に
繋
が
る
の
で
す
︒
再
会
時
に
私

は
︑﹁
本
当
に
久
し
ぶ
り
だ
な
︒
会
え

て
嬉
し
い
よ
﹂
と
話
し
か
け
る
と
︑
彼

も
す
か
さ
ず
﹁
お
互
い
に
す
っ
か
り
変

わ
っ
た
ね
︒
は
じ
め
は
分
か
ら
な
か
っ

た
よ
﹂
と
返
し
ま
す
︒
会
わ
な
い
う
ち

に
あ
っ
と
い
う
間
に
流
れ
た
月
日

を
︑
一
気
に
手
繰
り
寄
せ
る
よ
う
な
再

会
で
し
た
︒
珈
琲
ハ
ウ
ス
で
１
時
間
ほ

ど
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
互
い
の
近
況
な

ど
を
話
し
ま
し
た
が
︑
そ
れ
で
は
と
て

も
時
間
が
足
り
ず
︑
彼
は
後
ろ
髪
引
か

れ
る
よ
う
に
搭
乗
口
へ
と
向
か
い
ま
し

た
︒
し
ば
ら
く
し
て
︑
彼
か
ら
﹁
手
術

を
要
す
る
疑
い
で
︑
札
幌
の
国
立
病
院

に
入
院
す
る
﹂
と
の
連
絡
が
メ
ー
ル
で

入
り
ま
し
た
︒
陽
子
線
治
療
が
功
を
奏

す
の
を
祈
る
ば
か
り
の
日
々
が
続
き
ま

し
た
︒
▼
コ
ロ
ナ
禍
で
世
の
中
の
生
活

様
式
が
一
変
し
︑
旅
行
や
外
出
の
機
会

を
奪
わ
れ
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
︑
特

に
親
交
を
温
め
る
機
会
が
激
減
し
ま
し

た
︒
振
り
返
る
と
︑
現
実
を
見
つ
め
直

す
時
間
を
与
え
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
︒
お
互
い
に
再
会
す
る
ま
で
か
な

り
の
遠
回
り
を
し
ま
し
た
が
︑
こ
れ
か

ら
は
ゆ
っ
く
り
と
さ
ら
に
旧
交
を
温
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒
▼
そ

の
後
︑
彼
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
来
て
︑
釧

路
川
で
大
き
な
魚
を
釣
り
上
げ
た
﹁
破

顔
一
笑
﹂
の
写
真
が
添
付
さ
れ
て
い
ま

し
た
︒
ま
る
で
︑
開
高
健
が
幻
の
魚
イ

ト
ウ
を
釣
り
上
げ
た
か
の
よ
う
で
し

た
︒
彼
の
健
康
そ
う
に
微
笑
む
顔
を
見

て
︑
よ
う
や
く
私
は
安
堵
し
た
と
こ
ろ

で
す
！

 

（
山
崎　

薫
）
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パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
と
は
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
の
付
加
価
値
向

上
︑
大
企
業
と
中
小
企
業
の

共
存
共
栄
を
目
指
し
︑﹁
発

注
者
﹂
側
の
立
場
か
ら
︑﹁
代

表
権
の
あ
る
者
の
名
前
﹂
で

宣
言
す
る
も
の
で
す
（
図
）︒

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
で
は
︑
次
の
①
②
を
宣

言
し
ま
す
︒

①
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の

共
存
共
栄
と
新
た
な
連
携

・ 

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

・
Ｉ
Ｔ
実
装

・
グ
リ
ー
ン
化　

等

②
下
請
企
業
と
の
望
ま
し
い

取
引
慣
行
（﹁
振
興
基
準
﹂）

の
遵
守

　

特
に
︑
取
引
適
正
化
の
重

点
５
課
題
に
つ
い
て
宣
言
し

ま
す
︒

・
価
格
決
定
方
法

・ 

型
管
理
な
ど
の
コ
ス
ト
負

担
・
手
形
な
ど
の
支
払
条
件

・
知
的
財
産
・
ノ
ウ
ハ
ウ

・ 

働
き
方
改
革
等
に
伴
う
し

わ
寄
せ

◆
﹁
振
興
基
準
﹂
と
は
？

　

振
興
基
準
は
︑
下
請
中
小

企
業
の
振
興
を
図
る
た
め
︑

下
請
事
業
者
お
よ
び
親
事
業

者
の
よ
る
べ
き
一
般
的
な
基

準
と
し
て
︑
下
請
中
小
企
業

振
興
法
第
３
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
︑
定
め
ら
れ
た

も
の
で
す
︒
ま
た
︑
振
興
基

準
に
定
め
る
具
体
的
な
事
項

に
つ
い
て
︑
主
務
大
臣
（
下

請
事
業
者
︑
親
事
業
者
の
事

業
を
所
管
す
る
大
臣
）
は
︑

必
要
に
応
じ
て
下
請
事
業
者

お
よ
び
親
事
業
者
に
対
し
て

指
導
︑
助
言
を
行
い
ま
す
︒

　

振
興
基
準
は
︑
昭
和
46
年

に
策
定
・
公
表
さ
れ
︑
そ
の

後
の
経
済
情
勢
の
変
化
等
を

踏
ま
え
︑
数
次
の
改
正
を
行

　

自
社
の
﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
構
築
宣
言
﹂を（
公
財
）

全
国
中
小
企
業
振
興
機
関
協

っ
て
い
ま
す
︒
足
元
の
物
価

高
の
中
︑
我
が
国
の
雇
用
の

７
割
を
支
え
る
中
小
企
業
が

実
質
賃
金
の
引
上
げ
を
実
現

す
る
た
め
に
は
︑
賃
上
げ
の

原
資
を
確
保
す
る
価
格
転
嫁

が
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
︒
な
か
で
も
︑
価
格
転

嫁
率
が
低
い
労
務
費
の
上
昇

分
を
適
切
に
転
嫁
で
き
る
環

境
を
作
る
こ
と
が
重
要
と
の

背
景
か
ら
︑
内
閣
官
房
お
よ

び
公
正
取
引
委
員
会
に
お
い

て
︑﹁
労
務
費
の
適
切
な
転

嫁
の
た
め
の
価
格
交
渉
に
関

す
る
指
針
﹂（
令
和
５
年
11

会
が
運
営
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
（
二
次
元
コ
ー
ド
②
）

に
提
出
す
る
と
︑
ポ
ー
タ
ル

月
29
日
）
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
︒

　

下
請
取
引
の
価
格
交
渉
・

価
格
転
嫁
の
現
場
に
お
い
て

同
指
針
の
活
用
を
促
進
し
︑

労
務
費
の
価
格
転
嫁
を
推
進

す
る
た
め
︑
令
和
６
年
３
月

25
日
に
振
興
基
準
を
改
正
し

ま
し
た
︒
な
お
︑
改
正
後
の

振
興
基
準
に
つ
い
て
は
︑
中

小
企
業
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー

ド
①
）
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
︒

サ
イ
ト
上
に

宣
言
が
公
表

さ
れ
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑

登
録
の
流
れ
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
︒

①
登
録
の
前
に
﹁
社
内
体
制

の
確
認
﹂
を
！

　
﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
﹂
は
︑
代
表
者
の
名
前

で
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
︑
ま
た
︑
登
録
後
は
企
業

名
︑
代
表
者
名
を
含
む
宣
言

文
が
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
公

開
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
ま

す
︒

　

ま
た
︑﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
築
宣
言
﹂
で
は
︑
下
請

中
小
企
業
振
興
法
に
基
づ
く

振
興
基
準
の
遵
守
を
含
め
て

宣
言
す
る
た
め
︑
振
興
基
準

の
内
容
を
確
認
し
ま
す
︒

②
準
備

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
上
に
あ
る

﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言　

ひ
な
形
﹂
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
︑
記
載
要
領
を
参

考
に
宣
言
文
を
作
成
し
ま
す
︒

　

な
お
︑
今
年
３
月
25
日
に

は
︑﹁
ひ
な
形
﹂
を
改
正
し

て
い
ま
す
︒

◆
ひ
な
形
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

　

下
請
中
小
企
業
振
興
法
に

基
づ
く
振
興
基
準
の
改
正
を

踏
ま
え
︑
次
の
よ
う
に
改
正

を
行
っ
て
い
ま
す
︒

⑴
ひ
な
形
中
﹁
価
格
決
定
方

法
﹂
の
項
目
に
︑
次
の
内
容

を
追
加
し
て
い
ま
す
︒

・ 

労
務
費
の
指
針
に
掲
げ
ら

れ
た
行
動
を
適
切
に
と
っ

た
上
で
取
引
対
価
を
決
定

す
る
︒

・ 

原
材
料
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
の
高
騰
が
あ
っ
た

場
合
に
適
切
な
コ
ス
ト
増

加
分
の
全
額
転
嫁
を
目
指

す
︒

⑵
﹁
価
格
決
定
方
法
﹂
の
項

目
中
︑﹁
下
請
事
業
者
と
少

な
く
と
も
年
に
1
回
以
上
の

協
議
を
行
う
﹂
旨
︑
記
載
を

用
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

詳
細
は
︑
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
﹁
補
助
金
の
加
点
等
︑
優

遇
措
置
﹂（
二

次
元
コ
ー
ド

③
）
を
参
照

し
て
く
だ
さ

い
︒

修
正
し
ま
し
た
︒

　

既
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

構
築
宣
言
を
公
表
し
て
い
る

企
業
に
お
か
れ
て
は
︑
新
し

い
ひ
な
形
で
の
宣
言
の
更
新

を
︑
ま
だ
の
企
業
は
こ
の
機

会
に
宣
言
を
お
願
い
し
ま
す
︒

③
登
録

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
フ
ォ

ー
ム
に
企
業
名
や
業
種
等
必

須
項
目
を
入
力
し
た
上
で
︑

Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
宣
言
文
を
ア

ッ
プ
ロ
ー
ド
し
ま
す
︒

④
宣
言
の
公
開

　

登
録
し
た
宣
言
文
は
︑
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
﹁
登
録
企

業
リ
ス
ト
﹂
で
公
開
さ
れ
ま

す
︒

　
﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
﹂
を
宣
言
・
公
表
し
た

企
業
は
︑
補
助
金
の
加
点
等

の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
る

ほ
か
︑令
和
５
年
度
か
ら
は
︑

日
本
政
策
金
融
公
庫
に
お
い

て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
関
連
の
融
資
制
度
が
利

事業者大会スケジュール
時　間 内　容 会　場

11：00 ～ 13：00 受付 熊本城ホール 2 階

11：00 〜 12：00 正副会長会議 熊本城ホール 3 階
「E1・E2 会議室」

13：00 〜 13：30

◇全体会議
①開会
②開催地ブロック協会長あいさつ

（九州トラック協会会長　馬渡 雅敏）
③主催者あいさつ�（全日本トラック協会会長　坂本 克己）

熊本城ホール 4 階
「メインホール」

13：40 〜 15：20 ▷シンポジウム
「2024 年を『物流革新元年』に」（仮題）

15：30 〜 16：20
▶記念講演会
「名将の言葉―武人の生き様と美学」（仮題）

歴史学者（東京大学史料編纂所教授）　本郷 和人氏

16：30 〜 17：20

◇全体会議
①大会決議
②来賓あいさつ
③来賓紹介・祝電披露
④次回大会開催地ブロック協会長あいさつ
　（北陸信越ブロック）
⑤ガンバローコール
⑥閉会あいさつ

18：30 〜 20：30 懇親会
アトラクション　地元伝統芸能等

ホテル日航熊本 5 階
「阿蘇」「天草」

九州トラック協会

10 月３日（木）熊本県熊本市10 月３日（木）熊本県熊本市
「熊本城ホール」・「ホテル日航熊本」で開催「熊本城ホール」・「ホテル日航熊本」で開催

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
10
月
３

日
㈭
︑
熊
本
県
熊
本
市
の
熊
本
城
ホ

ー
ル
お
よ
び
ホ
テ
ル
日
航
熊
本
で

﹁
第
29
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
大
会
﹂
を
開
催
す
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
全
国
各

地
か
ら
集
結
︒
全
体
会
議
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
を
通
じ
て
一
致
団
結

し
︑
大
会
決
議
を
採
択
す
る
︒

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
︑﹁
２

０
２
４
年
を
﹃
物
流
革
新
元
年
﹄
に
﹂

（
仮
題
）︒
記
念
講
演
会
で
は
︑
歴

史
学
者
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教

授
）
の
本
郷
和
人
氏
が
﹁
名
将
の
言

葉
︱
武
人
の
生
き
様
と
美
学
﹂（
仮

題
）
を
テ
ー
マ
に
講
演
す
る
︒

　

現
在
大
会
開
催
に
向
け
て
︑
九
州

ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
馬
渡
雅
敏
会
長
）

を
中
心
に
︑
準
備
が
着
々
と
進
め
ら

れ
て
い
る
︒

　

大
会
会
場
と
な
る
熊
本
城
ホ
ー
ル

は
︑
Ｊ
Ｒ
﹁
熊
本
駅
﹂
か
ら
市
電
で

約
12
分（﹁
辛
島
町
電
停
﹂徒
歩
２
分
︑

﹁
西
辛
島
町
電
停
﹂
徒
歩
４
分
）︑

車
で
約
10
分
（
図
）︒
な
お
︑
懇
親

会
の
会
場
と
な
る
ホ
テ
ル
日
航
熊
本

に
は
︑
全
体
会
議
終
了
後
︑
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
運
行
し
移
動
す
る
︒

　

会
費
（
税
込
）
は
一
人
に
つ
き
︑

大
会
・
懇
親
会
=
３
万
５
千
円
（
大

会
の
み
１
万
８
千
円
）︒

　

大
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
︑

所
属
す
る
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

ま
で
︒

懇親会が催されるホテル日航熊本

全体会議の会場となる熊本城ホール

会場近隣マップ図

　

政
府
で
は
︑
現
下
の
厳
し
い
経
済
状

況
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
︑﹁
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
﹂
に
よ
り
︑
取
引

先
と
の
共
存
共
栄
の
取
り
組
み
や
︑﹁
取

引
条
件
の
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会　長　牧田　信良
会員数　464 社（令和 6 年 6 月 17 日現在）
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会　長　二又　茂明
会員数　2,360 社（令和 6 年 6 月 11 日現在）
〒 812-0013　�福岡市博多区博多駅東 1-18-8
TEL：092-451-7878

＜福岡県トラック協会＞

会　長　仲　浩
会員数　528 社（令和 6 年 6 月 14 日現在）
〒 870-0905　大分市向原西 1-1-27
TEL：097-558-6311

＜大分県トラック協会＞

会　長　馬渡　雅敏
会員数　524 社（令和 6 年 7 月 1 日現在）
〒 849-0921　佐賀市高木瀬西 3-1-20
TEL：0952-30-3456

＜佐賀県トラック協会＞

会　長　鳥部　敏雄
会員数　837 社（令和 5 年 7 月 1 日現在）
〒 891-0131　鹿児島市谷山港 2-4-15
TEL：099-261-1167

＜鹿児島県トラック協会＞
会　長　新城　英一
会員数　660 社（令和 6 年 6 月 18 日現在）
〒 900-0001　那覇市港町 2-5-23
TEL：098-863-0280

＜沖縄県トラック協会＞

会　長　下川　公一郎
会員数　764 社（令和 6 年 6 月 15 日現在）
〒 862-0901　熊本市東区東町 4-6-2
TEL：096-369-3968

＜熊本県トラック協会＞

会　長　馬場　邦彦
会員数　516 社（令和 6 年 6 月 30 日現在）
〒 851-0131　長崎市松原町 2651-3
TEL： 095-838-2281

＜長崎県トラック協会＞
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取り組みの強化について
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公益社団法人

◆ 全日本トラック協会
「トラック事業における総合安全プラン2025」における目標値と実績

数字はいずれも軽貨物を含まない。　　出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」

１．各事業所においては、乗務前後の対面点呼時はもとより、対面でなく電話その他の方法で行う点呼の場
合においても、アルコール検知器を用いた酒気帯びの有無の確認が確実に行える点呼実施体制が確立
できているか再確認し、必要に応じた見直しを行う。

２．各事業所においては、交通安全運動等の機会をとらえ、事業用トラックが関係した飲酒運転事故事例を
周知するなどして、運転者に対する飲酒運転根絶意識の徹底を図る。

３．各都道府県トラック協会においては、飲酒運転根絶にむけた他県の取り組み事例について情報の共有
化を図り、各地域の実情に応じ、飲酒運転根絶にむけた効果的な取り組みを積極的に展開する。

　 具体的には、
・会員事業所所属の全てのドライバーからの飲酒運転しないことの宣誓書の署名活動
・フェリー乗り場、SA・PA、TSなどでのトラックドライバーに対する飲酒の有無の自主点検や、街頭啓
発活動

令和３年９月６日　　　　　　　
公益社団法人全日本トラック協会

交通対策委員会

　事業用トラックドライバーの飲酒運転事案が相次ぐことにより「飲酒運転は運送業界全体の
体質的問題」ととられかねません。また、こうした状況が引き続き発生するような事態となれ
ば、エッセンシャルな運送業界の社会的信頼性は著しく失墜してしまいます。
　「飲酒運転」という反社会的な行為の根絶を図るため、関係者一丸となって効果的に取り組
みます。

　飲酒運転の根絶に関しては、「トラック事業における総合安全プラン２０２５」において、「飲酒運転ゼロ」を
目標に掲げ、令和3年9月の全ト協「交通対策委員会」での決議を踏まえ、各都道府県トラック協会とも連携しつつ、
各種取り組みを積極的に展開しているところ、令和5年中の事業用トラック（軽貨物を除く）の飲酒による人身
事故件数は23件（警察庁）と急増しています（グラフ参照）。
　また、国土交通省が毎週発信するメールマガジン「事業用自動車安全通信」の情報等によれば、令和５年中の
物損事故を含む飲酒事案については35件が把握されています（中面を参照）。
　このような飲酒運転という反社会的行為の根絶を図るためには、トラック運送業界全体として決議内容を共有
し、運送業界から「飲酒運転を根絶」するため、関係者一丸となって取り組みを推進して参ります。
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◆ 全⽇本トラック協会「トラック事業における総合安全プラン2025」における⽬標値と実績

急増︕
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　事業用トラックドライバーの飲酒運転事案が相次ぐことにより「飲酒運転は運送業界全体の
体質的問題」ととられかねません。また、こうした状況が引き続き発生するような事態となれ
ば、エッセンシャルな運送業界の社会的信頼性は著しく失墜してしまいます。
　「飲酒運転」という反社会的な行為の根絶を図るため、関係者一丸となって効果的に取り組
みます。
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発生日時 車籍地 発生地
死傷状況

事 故 の 概 要死
亡
負
傷

22 7月15日
18時30分 滋賀県 1 滋賀県に営業所を置く中型トラックが交差点に赤信号で進入し乗用車と接触した。この事故により乗用車の運転者が軽傷を

負った。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。

23 7月19日
15時25分 新潟県

新潟県に営業所を置く大型トラックが交差点において赤信号に従い前車に続いて停止した際、即時にその場で眠り込んでし
まい数十分間停止状態でいたところ、警察官の職務質問を受け酒気帯び運転が確認された。
運転者は、乗務途中にコンビニエンスストアにおいて缶酎ハイを購入し、予め持参していたタンブラーに移し飲みながら運
転をしていた模様。当日８時５３分ごろに実施した乗務前点呼においてはアルコール反応は確認されなかった模様。

24 7月21日
18時00分 鳥取県 兵庫県

鳥取県に営業所を置く大型トラックが高速道路PA内において、接触事故を起こすが通報せずその場を離れた。事故後、警
察から営業所に連絡があったことから当該運転者は事故現場へ戻ったところ、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。
当該運転者は、事故後、別のPAにおいて飲酒していた模様。

25 7月26日
4時48分 新潟県 山梨県 1

新潟県に営業所を置く大型トラックが高速道路を走行中、路肩付近で停車していた車両に気付かずに追突した。この事故に
より追突された車両の運転者が軽傷を負った。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。
７月25日22時36分ごろに長野県において実施した中間点呼においてはアルコール反応は確認されず、その後乗務中に飲酒
した模様。

26 8月11日
4時28分 広島県 山口県 1

広島県に営業所を置く大型トラックが赤信号を青信号と誤認して交差点に進入しトラックと衝突した。この事故により相手
方運転者が重傷を負った。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。
運転者は、８月１０日１９時３０分ごろに夕食（飲酒あり）をとり、同日２２時ごろから仮眠し、８月１１日４時１５分ご
ろ運行を開始した模様。

27 8月17日
21時31分 福島県

福島県に営業所を置く大型トラックが空き地に敷設してあった電柱に車両前部左側から衝突した。この事故による負傷者は
いない。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。
当該運転者は、当日１８時ごろ休息場所に到着し飲酒したが、寝付けず運行を再開した模様。

28 8月26日
6時40分 沖縄県

沖縄県に営業所を置く大型トラックが信号が青から赤に変わったため急ブレーキをかけ街路樹に追突した。この事故により
負傷者はいない。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。
事故当日の当該車両の出庫時間帯に運行管理者不在であることから点呼を実施していない模様。当該運転者は、事故前日に
自宅にて飲酒したアルコールが残っていた状態であった模様。

29 10月31日17時15分 岡山県 兵庫県

岡山県に営業所を置く大型トラックが高速道路を走行中、工事規制のパイロンを数個はねたが停車せずそのまま走行。警察
からの要請により営業所から運転者に連絡し事故現場に戻るよう指示したが、連絡が途切れた。その後も料金所の支柱や防
音壁に衝突したが停止せずそのまま走行した。その後運転者と連絡が取れ、アルコール検査を実施したところアルコール反
応が確認されたため、事業者は運行停止を指示した後、警察が到着し検挙された。この事故による負傷者はいない。
当該運転者は、同日１３時２５分ごろ休息の為高速道路ＰＡに駐車し、家から持参した焼酎を飲酒し寝ようとしたが寝つけ
ず、同日１５時５４分ごろに当該PAを出発した模様。

30 10月31日22時30分 栃木県

栃木県に営業所を置く大型トラックが休息場所から出発した際に、駐車場フェンス及び隣接する民家の壁に衝突した。この
事故による負傷者はいない。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。
当該運転者は同日２１時４０分ごろ当該駐車場において運行中に購入した酒を飲み睡眠に入ったが、寝ぼけて夜間の配送と
勘違いして、点呼も行わず運行を開始した模様。

31 11月1日
11時05分 東京都 栃木県 東京都に営業所を置く準中型トラックが、曲がろうとしていた十字路を通り過ぎたことに気づき後退したところ、停止して

いた後続の軽自動車に衝突した。この事故による負傷者はいない。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。

32 11月5日
22時30分 福島県

福島県に営業所を置く大型トラックが交差点において当該トラックの前を走行していた乗用車が右折レーンに車線変更した
ことから、大型トラックが直進レーンを走行し乗用車の左側方を通過していたところ、乗用車が直進レーンに再度車線変更
を行ったことで当該トラックの右側面後方と接触したもの。この事故による負傷者はいない。事故後、当該運転者の酒気帯
び運転が確認された。
同日２１時４３分ごろ実施した業務前点呼ではアルコールは検知されなかった模様。

33 11月16日20時55分 京都府 青森県 1
京都府に営業所を置く中型トラックが路面のわだちにハンドルをとられて路外に逸脱した。この事故により、運転者が軽傷
を負った。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。
当該運転者は同日１８時２０分の乗務後点呼後飲酒し運行をした模様。

34 11月22日22時44分 岐阜県 滋賀県
岐阜県に営業所を置く小型トラックが交差点において赤信号で停止していた乗用車に追突した。この事故による負傷者はい
ない。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。
当日は運行管理者不在のため点呼は実施されていない模様。

35 11月26日9時44分 宮城県 2
宮城県に営業所を置く大型トラックが交差点において赤信号で停止中の軽自動車に追突した。この事故により軽自動車に乗
車していた２名が軽傷を負った。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。
当該運転者は当日の乗務前点呼を行わずに出庫、運転開始直後から酒を飲み始めた模様。
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 ２．飲酒実態（国土交通省からの情報提供）

点呼が実施されなかった事例 15

点呼後の運行中に飲酒した事例 14
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事業用トラックの飲酒事故事例（令和５年１月～ 12月31日）
出典：メールマガジン「事業用自動車安全通信」（国土交通省）等

発生日時 車籍地 発生地
死傷状況

事 故 の 概 要死
亡
負
傷

1 1月9日
7時40分 熊本県 1

熊本県に営業所を置く大型トラックが信号待ちの車両に追突した。この事故により、衝突した車両に乗車していた者が軽傷
を負った。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。
当日は、運行管理者不在のため、乗務前点呼を受けずに出庫した模様。

2 1月14日
19時27分 愛知県 福井県 1

愛知県に営業所を置く大型トラックが交差点において左から進入してきた軽自動車と衝突した。この事故により軽自動車の
運転者が軽傷を負った。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。
当日の乗務前点呼ではアルコール反応はなかった模様。

3 1月16日
14時32分 千葉県

千葉県に営業所を置く大型トラックが交差点において左折専用レーンを左折せずに直進し、交差点内第２車線を並走してい
た大型トレーラの左側面後方部分と自車トラック右側前部が衝突した。この事故による負傷者はいない。事故後、当該運転
者の酒気帯び運転が確認された。
当日の乗務前点呼ではアルコール反応はなく、運転者は昼休憩時に飲酒した模様。

4 1月17日
0時19分 島根県 兵庫県 島根県に営業所を置く大型トラックが第１車線から第２車線に車線変更をしようとした際、第２車線を走行していた車両に

接触した。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。

5 1月27日
18時57分 京都府

京都府に営業所を置く大型トラックが営業所敷地内において他の車両と接触した。この事故による負傷者はいない。事故後、
当該運転者の酒気帯び運転が確認された。
当該運転者は昼休憩時に缶ビールを飲んでいた模様。

6 2月4日
0時45分 茨城県 滋賀県

茨城県に営業所を置く大型トラックが高速道路のSAにおいて駐車のために後退した際、停車中の車両に接触した。この事
故による負傷者はいない。事故発生直後、警察と事業者社長へ連絡し警察の到着を待つ間、運転者は気が動転し、車内に保
管していた缶酎ハイを飲酒した模様。

7 2月28日
16時00分 兵庫県 1

兵庫県に営業所を置く大型トラックが信号待ちをしていた停車中の乗用車に追突し、その弾みで追突された乗用車が前方の
回送中のバスに追突した。この事故により、乗用車に乗車していた者が軽傷を負った。事故後、当該運転者の酒気帯び運転
が確認された。
なお、同日８時の乗務前点呼においてアルコール反応はなかった模様。

8 3月2日
3時00分 宮城県 岩手県

宮城県に営業所を置く大型トラックが運転操作を誤り路外逸脱し水路に転落した。この事故による負傷者はいない。
当該運転者は、車両の鍵を持ち帰っており点呼未実施のまま同日１時２２分頃出発した。事故後、当該運転者の酒気帯び運
転が確認された。

9 3月8日
14時47分 大阪府 福岡県 1

大阪府に営業所を置く大型トラックが高速道路を走行中追い越し車線に車線変更しようとしたところ、追い越し車線を並走
する乗用車に衝突した。この事故により、並走していた乗用車の運転者が軽傷を負った。事故後、当該運転者の酒気帯び運
転が確認された。
当該運転者は３月７日の朝に営業所で対面点呼を受け出庫して以降、点呼は実施されていない模様。

10 3月10日
23時18分 新潟県 秋田県 1 新潟県に営業所を置く中型トラックが休息を取る為駐車しようと後退したところ、隣に駐車していた乗用車に衝突した。こ

の事故により乗用車に乗車していた者が軽傷を負った。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。

11 3月13日
11時50分 島根県 愛知県

島根県に営業所を置く中型トラックが交差点において右折待ちしていたトラックに追突した。この事故による負傷者はいな
い。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。
荷待ちの時間に飲酒した模様。

12 3月26日
16時50分 岩手県 青森県

岩手県に営業所を置く大型トラックが高速道路走行中右カーブにおいて左側壁に衝突した。運転していたのは元社員（運転
者）で、営業所から勝手に車両のカギを持ち出し同車両を運転していた模様。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認さ
れた。

13 3月31日
4時30分 兵庫県 東京都 1 兵庫県に営業所を置く中型トラックが停車中のトラックに接触した。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。

運転者は３月３０日２３時ごろ夕食（飲酒含む）を取り休息に入った模様。

14 4月4日
13時30分 青森県 岩手県 2

青森県に営業所を置く大型トラックがセンターラインをはみ出しスノーシェルターと対向してきた乗用車に衝突した。この
事故により、当該トラック運転者及び乗用車の運転者が軽傷を負った。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。
同日９時００分ごろ乗務前点呼(電話)を実施しアルコール反応は確認されなかった模様。運転者は、同日１１時ごろコンビ
ニでアルコールを購入し飲みながら運転した模様。

15 4月11日
0時55分 愛知県 岐阜県 1

愛知県に営業所を置く大型トラックが高速道路を走行中右側の中央分離帯に衝突した。この事故により運転者が重傷を負っ
た。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。
運転者は予定していた休息を取らずに運行管理者の指示を受けることなく運行し、事故直前に、運転者はコンビニで弁当と
酎ハイ500㎖を2本を購入し飲みながら運転した模様。

16 4月15日
18時18分 兵庫県 2

兵庫県に営業所を置く大型トラックが交差点において赤信号で停車していた乗用車に追突し、追突された乗用車が前の軽自
動車に追突した。この事故により乗用車と軽自動車に乗車していた者が軽傷を負った。事故後、当該運転者の酒気帯び運転
が確認された。
当日の乗務前点呼においては、予定していた点呼執行者が体調不良であったため対面点呼は行われておらず、アルコール
チェッカーも使用していなかった模様。なお、運転者は荷卸し後営業所へ戻る途中に飲酒をした模様。

17 4月27日
0時48分 福岡県 岡山県

福岡県に営業所を置く中型トラックが高速道路PA内で車両を動かし後退した際、停車中の乗用車に接触した。この事故に
よる負傷者はいない。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。
当該運転者は、４月２６日１２時３６分に対面点呼を実施した際にアルコール反応はなかったが、１７時３０分ごろ別の高
速道路PAに到着して休憩した際に飲酒し１８時３０分ごろ出発。１９時３９分に当該PAに到着し電話点呼を実施するが運
転者から飲酒の申告はなく、その後再度飲酒した模様。

18 4月27日
3時31分 佐賀県 兵庫県

佐賀県に営業所を置く大型トラックがコンビニエンスストア駐車場において休息中、別の駐車スペースに車両を移動させよ
うとした際、左側に駐車していたトラックに接触した。この事故による負傷者はいない。事故後、当該運転者の酒気帯び運
転が確認された。
運転者は４月26日21時43分ごろ乗務後点呼（電話）を実施し休息に入り、同日22時ごろ当該コンビニエンスストアにてビー
ルを購入し飲酒後、23時頃から睡眠していた模様。

19 6月2日
22時00分 静岡県 神奈川県 1

静岡県に営業所を置く中型トラックが高速道路PAに駐車中に車両が動いてしまい前方に駐車していたトラックに衝突。戻
ろうと後退した際に運転操作を誤り後方のトラックに衝突した。この事故により衝突されたトラック運転者が軽傷を負った。
事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。
運転者は同日２０時ごろ、当該PAにおいて休息中、前もって購入していた缶酎ハイを飲んだ模様。

20 6月8日
0時08分 佐賀県 岡山県

佐賀県に営業所を置く大型トラックが高速道路の第２車線を走行中、工事規制が終了したと勘違いし車線変更したところ、
工事のため使用されていたカラーコーンに接触した。この事故による負傷者はいない。事故後、当該運転者の酒気帯び運転
が確認された。
当該運転者への電話点呼は行われずに、６月７日２２時１５分に出発した模様。

21 7月10日
21時15分 富山県 富山県に営業所を置く中型トラックが判断を誤り電柱に接触した。事故後、当該運転者の酒気帯び運転が確認された。




